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皆
さ
ん
の
住
ま
い
は
、
地
震
が
起
き
て

も
大
丈
夫
で
す
か
。
東
南
海
・
南
海
地
震

が
３０
年
以
内
に
６０
％
〜
８０
％
の
確
率
で
発

生
す
る
と
い
わ
れ
、
危
険
性
が
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。
昭
和
５６
年
５
月
以
前
に
建
築

さ
れ
た
木
造
住
宅
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震

災
の
と
き
に
ほ
と
ん
ど
が
倒
壊
し
、
耐
震

性
能
の
低
さ
が
浮
き
彫
り
と
な
り
ま
し
た
。

今
一
度
、
住
ま
い
の
安
全
性
に
つ
い
て

確
か
め
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
ほ
ど
「
木
造
住
宅
耐

震
診
断
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

テ
ス
ト
２
０
１
３
」
の
ポ
ス

タ
ー
を
募
集
し
、
審
査
の
結

果
、
府
内
在
住
の
宇
澤
美
貴

さ
ん
の
作
品
（
写
真
）
が
最

優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
受
賞
作
品
は
、
さ
ら

な
る
耐
震
化
促
進
の
た
め
、

ポ
ス
タ
ー
と
し
て
市
内
各
所

に
掲
示
し
ま
す
。

ま
た
、
掲
示
に
協
力
い
た

だ
け
る
事
業
者
や
団
体
、
市

民
な
ど
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

指
導
監
察
課
（
０
６
―

４
３

０
９
―

３
２
４
５
）ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

住
ま
い
の
安
全
性
を
確

保
す
る
に
は
、
耐
震
性
を

高
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

耐
震
補
強
に
は
、
次
の

よ
う
な
改
修
工
事
が
あ
り

ま
す
。
耐
震
補
強
は
リ
フ

ォ
ー
ム
と
異
な
り
、
一
定

の
要
件
を
満
た
し
て
い
る

建
築
士
の
専
門
知
識
が
必

要
で
す
。
必
ず
、
耐
震
の

専
門
家
に
相
談
の
う
え
、

改
修
工
事
に
取
り
組
ん
で

く
だ
さ
い
。

【
接
合
部
に
補
強
金
物

を
設
置
】

柱
と
梁
や
土
台
と
の
仕

口
（
接
合
部
）
が
外
れ
る

と
、
住
宅
の
倒
壊
に
つ
な

が
り
ま
す
。
仕
口
を
確
認

し
、
必
要
な
部
分
を
補
強

金
物
な
ど
で
し
っ
か
り
と

つ
な
ぎ
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。

【
基
礎
を
補
強
】

基
礎
と
土
台
が
し
っ
か

り
し
て
い
な
い
住
宅
は
、大

き
な
地
震
が
起
き
る
と
土

台
が
基
礎
を
踏
み
外
し
、住

宅
が
倒
壊
す
る
危
険
性
が

高
く
な
り
ま
す
。基
礎
を
し

っ
か
り
補
強
し
ま
し
ょ
う
。

【
耐
力
壁
を
増
や
す
】

窓
な
ど
の
開
口
部
が
多

く
壁
の
少
な
い
壁
面
や
壁

が
弱
い
住
宅
は
、
地
震
に

よ
り
倒
壊
す
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。
既
存
の
壁
に
筋

交
い
や
構
造
用
合
板
な
ど

を
設
置
し
て
強
く
し
た
り
、

新
た
に
壁
を
増
や
し
た
り

し
ま
し
ょ
う
。

【
重
い
屋
根
を
ダ
イ
エ

ッ
ト
】

重
い
屋
根
は
、
地
震
の

揺
れ
を
受
け
る
と
振
り
子

の
よ
う
に
大
き
く
揺
れ
、

建
物
を
倒
壊
さ
せ
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
軽
い
屋
根

に
変
え
ま
し
ょ
う
。

ご
存
知
で
す
か
�

１
０
０
万
円
補
助

耐
震
設
計
・
改
修

工
事
費
補
助
制
度

一
定
の
要
件
を
満
た
す

木
造
住
宅
の
耐
震
設
計
や

改
修
工
事
の
費
用
の
一
部

を
補
助
し
て
い
ま
す
（
最

大
１
０
０
万
円
）。た
だ
し
、

一
部
補
助
を
受
け
ら
れ
な

い
住
宅
も
あ
り
ま
す
。

ま
ず
は
耐
震
診
断
を

受
け
て
く
だ
さ
い

市
で
は
、
一
定
の
要
件

を
満
た
す
木
造
住
宅
に
対

し
、
専
門
家
を
派
遣
し
て

耐
震
診
断
を
し
て
い
ま
す
。

そ
の
費
用
の
一
部
も
補
助

し
ま
す
。
制
度
を
利
用
す

る
と
所
有
者
負
担
は
、
戸

建
住
宅
（
床
面
積
５０
�
〜

２
０
０
�
）
で
５
０
０
０

円
、
長
屋
共
同
住
宅
（
１

戸
当
た
り
床
面
積
２０
�
〜

５０
�
）
で
２
５
０
０
円
と

な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
昭

和
５６
年
５
月
以
前
の
在
来

工
法
の
木
造
住
宅
が
対
象

で
す
。◇

◇

く
わ
し
く
は
、
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

市
で
は
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９

の
花
園
誘
致
活
動
の
一
環

と
し
て
、
誘
致
活
動
を
い

っ
し
ょ
に
盛
り
上
げ
、

ラ
グ
ビ
ー
を
身
近
に
感

じ
て
も
ら
う
た
め
、
全

国
高
校
ラ
グ
ビ
ー
大

会
支
援
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
サ
ポ
ー
タ

ー
を
募
集
し
ま

す
。

応
募
に
つ
い
て
は
、
個

人
、団
体
を
問
い
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、日
当
や
交
通
費
、

そ
の
他
の
活
動
に
要
す
る

費
用
の
支
給
は
あ
り
ま
せ

ん
。活

動
内
容

年
末
年
始

に
行
わ
れ
る
全
国
高
等
学

校
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
大
会
開
催
時
の
花
園
中

央
公
園
内
の
美
化
活
動
や

署
名
活
動
な
ど

実
施
日

程

１２
月
２７
日
�
・
２８
日

�
・
３０
日
�
・
来
年
１
月

１
日
�
・
３
日
�
・
５
日

�
・
７
日
�
９
時
〜
１７
時

�所
花
園
中
央
公
園
と
そ
の

周
辺

�対
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
誘
致
事
業

に
理
解
が
あ
り
、
実
施

日
程
に
参
加
で
き
る
方

�定
各
１０
人
程
度

�申
申

込
用
紙
を
１１
月
２９
日
�

（
必
着
）
ま
で
に
郵
送

（
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー

ル
、
直
接
も
可
）

※

申
込
用
紙
は
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
可
。
ラ
グ
ビ
ー
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ
誘
致
室

で
も
配
布
。

�申
�問
〒
５７７
―

８
５
２
１

市
役
所
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
誘
致
室

０
６（
４
３
０
９
）３
０

２
０
、
�
０
６
（
４
３

０
９
）
３
８
４
７
、
�

ru
g
b
y
2
0
1
9
@
city
.

h
ig
a
s
h
io
s
a
k
a
.lg
.

jp

地

が
起
き
て
も
大
丈
夫
�

受
け
ま
せ
ん
か
�
耐
震
診
断

２対象者へ医療証を送付

６・７ 文化・スポーツ振興の貢献者を表彰

３ 入院時の食事負担額
市民税非課税世帯は減額

４人事行政の運営状況

もくじ

全全
国国
高高
等等
学学
校校
ララ
ググ
ビビ
ーー
フフ
ッッ
トト
ボボ
ーー
ルル
大大
会会

ボボ
ララ
ンン
テテ
ィィ
アア
ササ
ポポ
ーー
タタ
ーー
募募
集集

い
っ
し
ょ
に
活
動
し
ま
せ
ん
か

震

�問
指
導
監
察
課

０
６

（
４
３
０
９
）３
２
４
５
、

�
０
６（
４
３
０
９
）３
８

３
４

コンテスト優秀作品決まる
ポスター掲示にご協力を

ひったくり防止カバーは取付けがゆるいと効果が弱いため、しっかりと取り付けるようにしましょう ―東大阪市治安対策本部―

記
号
の
見
方
は
１０
面
に
掲
載

mailto:rugby2019@city.higashiosaka.lg.jp
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平
成
２５
年
度
上
半
期

（
今
年
４
月
〜
９
月
）

に
使
っ
た
市
長
交
際
費

は
、次
の
と
お
り
で
す
。

項
目
・
金
額
・
件
数

▽
会
費
な
ど
�
８
万
８

０
０
０
円
（
１２
件
）

▽
敬
弔
費
�
５
万
４
７

５
０
円
（
１４
件
）

▽

賛
助
金
な
ど
�
４
万
円

（
４
件
）

※
市
役
所

本
庁
舎
１
階
市
政
情
報

コ
ー
ナ
ー
で
公
開
し
て

い
ま
す
。閲
覧
時
間
は
、

９
時
〜
１７
時
３０
分
（
土

・
日
曜
日
、
祝
日
を
除

く
）
で
す
。

�問
秘
書
室

０
６

（
４
３
０
９
）３
１
０
０
、

�
０
６
（
４
３
０
９
）

３
８
４
７
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�
�

�

市
で
は
、
市
内
製
造

業
者
が
開
発
し
た
新
技

術
・
新
製
品
に
関
す
る

知
的
財
産
の
保
護
と
権

利
化
を
促
進
し
、
競
争

力
の
強
化
と
事
業
活
動

の
振
興
を
図
る
た
め
、

特
許
法
に
規
定
さ
れ
て

い
る
特
許
権
の
国
内
取

得
に
か
か
る
費
用
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

�対
市
内
に
所
在
地
ま

た
は
主
た
る
工
場
が
あ

り
、
申
請
時
を
起
点
に

過
去
１
年
以
上
製
造
業

を
営
み
、
市
税
を
滞
納

し
て
い
な
い
中
小
企
業

者

�内
補
助
対
象
者
が

特
許
出
願
人
で
、
出
願

審
査
請
求
に
直
接
必
要

と
な
る
経
費
（
特
許
出

願
料
、
出
願
審
査
請
求

料
、
弁
理
士
の
手
続
代

行
費
用
）

※
初
め
て

の
出
願
審
査
請
求
で
、

補
助
対
象
年
度
末
日
ま

で
に
支
払
い
が
完
了
し

た
も
の
に
限
る
。
特
許

出
願
を
取
下
げ
ま
た
は

放
棄
し
た
場
合
は
対
象

外
。

補
助
金
額

内

容
の
２
分
の
１
以
内
で
、

上
限
１０
万
円
（
千
円
未

満
切
捨
て
）

※
補
助

金
交
付
額
の
合
計
が
予

算
額
を
超
え
る
場
合
は

あ
ん
ぶ
ん

按
分
し
て
交
付
。
消
費

税
お
よ
び
特
許
庁
よ
り

審
査
請
求
料
の
減
免
金

額
、
補
助
対
象
年
度
以

外
に
支
出
し
た
経
費
、

国
・
府
そ
の
他
公
益
団

体
の
助
成
制
度
の
補
助

金
額
を
除
く
。
補
助
金

の
交
付
は
、
１
企
業
に

つ
き
年
度
内
１
回
に
限

る
。

�申
申
請
書
類
を
郵

送
ま
た
は
直
接

※
ま

ず
は
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。
申
請
書
類
は
市
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
。
モ
ノ
づ

く
り
支
援
室
で
も
配
布
。

�申
�問
〒
５７７
―

８
５
２
１

市
役
所
モ
ノ
づ
く
り
支

援
室

０
６
（
４
３

０
９
）
３
１
７
７
、
�

０
６（
４
３
０
９
）３
８

４
６

体
障
害
者
手
帳
の
両
方
を

所
持※

生
活
保
護
受
給
者
は

除
く
。

【
ひ
と
り
親
家
庭
医
療

費
助
成
制
度
】

�対
所
得
が
所
得
制
限
額

（
表
２
）を
超
え
て
い
な
い

健
康
保
険
加
入
者
で
、次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
１８

歳
に
達
し
た
日
以
降
の
最

初
の
３
月
３１
日
ま
で
の
子

と
そ
の
子
を
監
護
す
る
父
、

母
ま
た
は
そ
の
子
を
養
育

す
る
養
育
者

▽
父
母
が

婚
姻
を
解
消
し
た
子
ま
た

は
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い

で
出
産
し
た
子

▽
父
ま

た
は
母
が
死
亡
し
た
子

▽
父
ま
た
は
母
が
重
度
の

障
害
の
状
態
に
あ
る
子

▽
父
ま
た
は
母
が
生
死
不

明
で
あ
る
子

▽
父
ま
た

は
母
か
ら
引
き
続
き
１
年

以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
子

▽
父
ま
た
は
母
が
法
令
に

よ
り
引
き
続
き
１
年
以
上

拘
禁
さ
れ
て
い
る
子

※
生
活
保
護
受
給
者
は

除
く
。

【
変
更
届
が
必
要
で
す
】

次
の
と
き
は
医
療
証
を

持
っ
て
届
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。

▽
転
出
・
転
居
し
た

▽
氏
名
が
変
わ
っ
た

▽

加
入
し
て
い
る
健
康
保
険

（
記
号
番
号
な
ど
も
）が
変

わ
っ
た

▽
死
亡
し
た

▽
生
活
保
護
を
受
給
し
た

▽
交
通
事
故
な
ど
第
三
者

の
行
為
に
よ
り
、
病
気
や

ケ
ガ
を
し
て
健
康
保
険
と

医
療
証
で
治
療
を
受
け
た

▽
世
帯
構
成
が
変
わ
っ
た

（
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
）

◇

◇

申
請
・
届
出
は
、
健
康

保
険
証
、
印
鑑
、
そ
の
他

必
要
書
類
を
持
参
の
う
え
、

医
療
助
成
課
ま
た
は
行
政

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い（
行

政
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
で

は
取
扱
い
で
き
ま
せ
ん
）。

な
お
、
ひ
と
り
親
家
庭
医

療
の
新
規
申
請
と
更
新
申

請
は
医
療
助
成
課
で
の
み

受
け
付
け
ま
す
。

�問
医
療
助
成
課

０
６

（
４
３
０
９
）３
１
６
６
、

�
０
６（
４
３
０
９
）３
８

０
５

市
役
所
な
ど
の
公
的
機

関
の
職
員
を
装
い
、
現
金

を
だ
ま
し
取
る
「
還
付
金

詐
欺
」
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

「
市
役
所
の
○
○
で
す
。

還
付
金
が
あ
り
、
今
日
中

に
受
け
取
っ
て
も
ら
う
必

要
が
あ
り
ま
す
」
と
い
っ

た
電
話
を
か
け
、
近
く
の

Ａ
Ｔ
Ｍ
（
現
金
自
動
預
払

機
）
の
あ
る
場
所
へ
行
か

せ
て
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
指

示
し
、
結
果
的
に
お
金
を

振
り
込
ま
せ
る
手
口
で
す
。

公
的
機
関
の
職
員
が
、

医
療
費
や
保
険
料
、
税
金

な
ど
を
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
還
付
す

る
と
い
っ
た
電
話
を
す
る

こ
と
は
、
絶
対
に
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
電
話

が
あ
れ
ば
、
ま
ず
、
市
役

所
や
警
察
署
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

�問
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

０
７
２
（
９
６
５
）
０
１

０
２
、�
０
７
２（
９
６
２
）

９
３
８
５

障
害
者
医
療
証（
う
ぐ
い

す
色
）と
ひ
と
り
親
家
庭
医

療
証（
浅
黄
色
）が
、１１
月
１

日
か
ら
新
し
く
な
っ
て
い

ま
す
。
引
き
続
き
対
象
と

な
る
方
に
は
新
し
い
医
療

証
を
送
付
し
て
い

ま
す
。
ま
だ
届
い

て
い
な
い
方
は
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
更
新

申
請
が
必
要
で
ま

だ
手
続
き
を
し
て

い
な
い
方
へ
は
医

療
証
を
送
付
し
て

い
ま
せ
ん
の
で
、

至
急
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。

更
新
申
請
が
必

要
な
方
と
は
、
療

育
手
帳
の
「
次
の

判
定
年
月
」
が
過

ぎ
て
い
る
障
害
者
医
療
受

給
者
と
、
遺
族
年
金
受
給

ま
た
は
そ
れ
に
準
ず
る
基

準
を
満
た
す
ひ
と
り
親
家

庭
医
療
受
給
者
で
す
。

な
お
、
古
い
医
療
証
は

必
ず
返
却
し
て
く
だ
さ
い

（
郵
送
可
）。

障
害
者
医
療
証
お
よ
び

ひ
と
り
親
家
庭
医

療
証
は
、
健
康
保

険
証
な
ど
と
あ
わ

せ
て
医
療
機
関
の

窓
口
に
提
示
す
る

こ
と
に
よ
り
、
保

険
診
療
の
自
己
負

担
金
の
一
部
助
成

が
受
け
ら
れ
る
も

の
で
す
。
対
象
に

な
る
と
思
わ
れ
る

場
合
は
、
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

そ
れ
ぞ
れ
の
制

度
の
対
象
は
次
の

と
お
り
で
す
。

【
障
害
者
医
療
費
助
成

制
度
】

�対
所
得
が
所
得
制
限
額

（
表
１
）を
超
え
て

い
な
い
健
康
保
険

加
入
者
で
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
６５
歳
未
満
の

方

▽
身
体
障
害

者
手
帳
１
級
ま
た

は
２
級
を
所
持

▽
療
育
手
帳（
Ａ
）

を
所
持

▽
療
育

手
帳（
Ｂ
１
）と
身

障害者医療証�うぐいす色
ひとり親家庭医療証�浅黄色

※以降１人増すごとに３８万円を加算。

５３８万１，０００円以下２人

５００万１，０００円以下１人

４６２万１，０００円以下０人

所得制限額扶養人数

（表１）平成２５年度 障害者医療
所得制限額

※以降１人増すごとにそれぞれ３８万円を加算。養育費の８
割相当額は所得に算入されます。

３１２万円未満２６８万円未満２人

２７４万円未満２３０万円未満１人

２３６万円未満１９２万円未満０人

扶養義務者など父、母または養育者扶養人数

（表２）平成２５年度 ひとり親家庭医療所得制限額

Ａ
Ｔ
Ｍ
を
指
示
さ
れ
る
ま
ま
に
操
作
し
な
い
で
�

注意�還付金詐欺

知的財産の保護と競争力の強化へ

ただし、他の公費助成制度で証
の交付を受けている方は当該証
も提示してください

１１
月
１
日
か
ら
新
し
く
な
っ
て
い
ま
す

対対対対対対対対対対対対対対対対
象象象象象象象象象象象象象象象象
者者者者者者者者者者者者者者者者
へへへへへへへへへへへへへへへへ
医医医医医医医医医医医医医医医医
療療療療療療療療療療療療療療療療
証証証証証証証証証証証証証証証証
をををををををををををををををを
送送送送送送送送送送送送送送送送
付付付付付付付付付付付付付付付付

国内取得の費用を補助特許
平
成
２５
年
度
上
半
期
市
長
交
際
費

公公
開開
しし
てて
いい
まま
すす

Ａ
Ｔ
Ｍ
に
よ
る

返
金
手
続
き
は
あ
り
ま
せ
ん

医
療
費
や
保
険
料
な
ど

東 大 阪 市 政 だ よ り （２）平成２５年１１月１５日



保
険
料
は
、
病
気
や
ケ

ガ
の
医
療
費
、
高
額
療
養

費
の
支
給
な
ど
、
医
療
制

度
を
支
え
る
大
切
な
財
源

で
す
。

保
険
料
を
滞
納
す
る
と
、

こ
れ
ら
の
支
払
い
に
支
障

を
き
た
す
だ
け
で
な
く
、

納
め
て
い
る
方
と
の
公
平

を
欠
く
こ
と
に
も
な
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
財
産
の
調

査
や
差
押
え
な
ど
が
行
わ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
の

で
、
必
ず
納
め
ま
し
ょ
う
。

滞
納
を
長
期
間
続
け
る

と
、「
催
告
書
」
や
「
資
格

証
明
書
交
付
事
前
通
知
」

を
送
付
し
ま
す
。そ
の
後
、

納
付
相
談（「
特
別
の
事
情

の
届
出
書
」
の
提
出
）
が

な
い
場
合
や
納
期
限
か
ら

１
年
た
っ
て
も
納
付
が
な

い
場
合
は
、
医
療
費
が
い

っ
た
ん
全
額
自
己
負
担
と

な
る
「
資
格
証
明
書
」
を

交
付
し
ま
す
。
た
だ
し
、

負
担
し
た
医
療
費
は
、
申

請
に
よ
り
認
め
ら
れ
る
と

自
己
負
担
限
度
額
を
除
く

保
険
診
療
相
当
額
を
払
戻

し
し
ま
す
。

納
付
が
困
難
な
方
は

早
め
に
相
談
を

医
療
保
険
室
保
険
料
課

で
は
、
平
日
９
時
か
ら
１７

時
３０
分
ま
で
納
付
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。
休
日
・

夜
間
・
出
張
納
付
相
談
も

行
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

相
談
に
は
、
保
険
料
決

定
通
知
書
（
納
付
書
）
な

ど
通
知
書
番
号
ま
た
は
被

保
険
者
番
号
の
わ
か
る
も

の
と
印
鑑
を
持
っ
て
お
越

し
く
だ
さ
い
。
な
お
、
来

所
相
談
の
み
で
、
電
話
で

の
照
会
や
相
談
は
で
き
ま

せ
ん
。

ま
た
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
で
納
付
相
談
は

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

【
休
日
・
夜
間
納
付
相

談
】�時

▽
休
日
�
１１
月
２３
日

�
９
時
〜
１６
時
、
２４
日
�

１０
時
〜
１６
時

▽
夜
間
�

２５
日
�
・
２６
日
�
１７
時
３０

分
〜
２０
時

�所
市
役
所
本

庁
舎
２
階
医
療
保
険
室
保

険
料
課

【
出
張
納
付
相
談
】

�時
１１
月
２２
日
�
１０
時
〜

１６
時

�所
夢
広
場
（
布
施

駅
前
）◇

◇

�問
医
療
保
険
室
保
険
料

課

０
６
（
４
３
０
９
）

３
１
６
８
、�
０
６（
４
３

０
９
）
３
８
０
７

１
か
月
の
一
部
負
担
金

が
自
己
負
担
限
度
額
（
表

参
照
）
を
超
え
た
場
合
、

超
え
た
額
を
高
額
療
養
費

と
し
て
払
戻
し
し
ま
す
。

領
収
書
を
添
え
て
、
医
療

保
険
室
資
格
給
付
課
ま
た

は
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い

（
時
効
は
２
年
）。

た
だ
し
、
保
険
料
の
滞

納
が
あ
る
と
、納
付
相
談
が

必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
７０
歳
未
満
の
方
（
後

期
高
齢
者
医
療
の
方
を
除

く
）】医療

機
関
で
の
支
払
い

が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で

と
な
る
「
限
度
額
適
用
認

定
証
」
を
申
請
に
よ
り
交

付
し
ま
す
。

【
７０
歳
か
ら
７４
歳
の
方

（
後
期
高
齢
者
医
療
の
方

を
除
く
）】

保
険
証
と
い
っ
し
ょ
に

高
齢
受
給
者
証
（
市
民
税

非
課
税
世
帯
の
方
は
、
申

請
に
よ
り
交
付
し
た
「
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
」
も
）
を
医

療
機
関
に
必
ず
提
示
し
て

く
だ
さ
い
。
１
か
所
の
医

療
機
関
で
の
窓
口
支
払
い

が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で

と
な
り
ま
す
。

入
院
し
た
月
は
、
１
か

月
の
医
療
費
を
７０
歳
か
ら

７４
歳
ま
で
の
方
の
み
の
世

帯
単
位
で
計
算
し
ま
す
。

ま
た
外
来
の
場
合
は
、
１

か
月
の
医
療
費
を
７０
歳
か

ら
７４
歳
の
方
の
個
人
単
位

で
計
算
し
ま
す
。

自
己
負
担
限
度
額
を

超
え
て
支
払
っ
た
場
合

申
請
が
必
要
で
す

窓
口
で
自
己
負
担
限
度

額
を
超
え
て
支
払
っ
た
場

合
は
、
領
収
書
を
添
え
て

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

世
帯
内
で「
同
じ
月
内
」

「
同
じ
医
療
機
関
」
に
、

２
万
１
０
０
０
円
以
上
の

一
部
負
担
金
を
２
回
以
上

支
払
っ
た
場
合
は
世
帯
合

算
し
、
自
己
負
担
限
度
額

を
超
え
た
額
を
申
請
に
よ

り
払
戻
し
し
ま
す
。な
お
、

入
院
時
の
食
事
負
担
額
な

ど
保
険
適
用
外
の
費
用
は

計
算
に
含
み
ま
せ
ん
。

国
民
健
康
保
険

医
療
費
通
知
を
送
付

１１
月
末
に
平
成
２５
年
６

月
と
７
月
の
診
療（
請
求
）

分
の
医
療
費
通
知
を
送
付

し
ま
す
。医
療
費
通
知
は
、

医
療
費
の
実
情
を
理
解
し
、

健
康
に
対
す
る
認
識
を
深

め
て
い
た
だ
く
た
め
に
年

６
回
送
付
し
て
い
ま
す
。

◇

◇

�問
医
療
保
険
室
資
格
給

付
課

０
６（
４
３
０
９
）

３
１
６
７
、�
０
６（
４
３

０
９
）
３
８
０
４

入
院
時
に
負
担
す
る
食

事
代
は
１
食
当
た
り
２
６

０
円
で
す
が
、
市
民
税
非

課
税
世
帯
の
方
は
申
請
に

よ
り
、
１
食
当
た
り
２
１

０
円
に
減
額
さ
れ
る
「
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
入
院
時
の
窓

口
で
の
支
払
い
が
自
己
負

担
限
度
額
（
表
参
照
）
ま

で
と
な
る

「
限
度
額

適
用
認
定

証
」
と
１

枚
に
な
っ

て
い
ま
す

の
で
、「
限

度
額
適
用

・
標
準
負

担
額
減
額

認
定
証
」
を
お
持
ち
の
方

は
、
改
め
て
申
請
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
過
去
１２
か
月
の

入
院
日
数
が
９０
日
を
超
え

る
と
き
は
９１
日
目
か
ら
１

食
当
た
り
１
６
０
円
と
な

り
ま
す
が
、
手
続
き
が
必

要
で
す
。
入
院
日
数
が
わ

か
る
領
収
書
と
国
民
健
康

保
険
証
、
印
鑑
を
持
っ
て

医
療
保
険
室
資
格
給
付
課

ま
た
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
で
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
保
険
料
の
滞

納
が
あ
る
と
き
に
は
、
認

め
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

入
院
す
る
と
き
は
、
減

額
認
定
証
を
医
療
機
関
に

必
ず
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

提
示
さ
れ
な
い
場
合
は
、

一
般
の
方
と
同
じ
額
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。ま
た
、

減
額
認
定
証
の
発
効
期
日

は
、
申
請
日
の
属
す
る
月

の
１
日
か
ら
と
な
り
、そ
れ

さ
か
の
ぼ

以
前
に
遡
っ
て
食
事
代
の

減
額
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん

の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
平
成
２４
年
４
月

１
日
か
ら
は
外
来
の
診
療

や
保
険
薬
局
、
指
定
訪
問

看
護
事
業
者
に
つ
い
て
も

限
度
額
適
用
認
定
証
な
ど

を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

た
だ
し
、
入
院
、
外
来
、

歯
科
は
同
一
医
療
機
関
で

も
別
々
の
計
算
に
な
り
ま

す
。
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注 （ ）内は、過去１２か月以内に４回以上高額療養費の支給があった場合の４回目
以降の限度額

※１ 基礎控除後の総所得金額が６００万円を超える世帯の方
※２ 課税所得が１４５万円以上で、かつ収入が高齢者単独世帯の場合は年収３８３万円以上、

高齢者複数世帯の場合は年収５２０万円以上の方
※３ 世帯全員が市民税非課税である世帯の方
※４ 本人及び世帯全員が収入から必要経費・控除額を差し引いたときに各所得がいず

れも０円の方（年金の所得は控除額を８０万円として計算）
☆入院の場合、７０歳以上の「低所得者�・�」の方は「限度額適用・標準負担額減額
認定証」を市へ申請し、認定証を医療機関に提示してください。

１５，０００円

８，０００円
低所得者�
※４

市民税
非課税
世 帯

７０
歳
か
ら
７４
歳
の
方
（
後
期
高

齢
者
医
療
の
方
を
除
く
）

２４，６００円
低所得者�
※３

４４，４００円１２，０００円一 般

８０，１００円
（４４，４００円）

＋
総医療費〈１０割〉が２６７，０００円
を超えた分の１％を加算

４４，４００円
現役並み所得者

※２

外来＋入院〈世帯単位〉外来〈個人単位〉

自己負担限度額

３５，４００円
（２４，６００円）

市民税
非課税世帯

７０
歳
未
満
の
方（
後
期
高

齢
者
医
療
の
方
を
除
く
）

８０，１００円
（４４，４００円）

＋
総医療費〈１０割〉が２６７，０００円
を超えた分の１％を加算

一 般

１５０，０００円
（８３，４００円）

＋
総医療費〈１０割〉が５００，０００円
を超えた分の１％を加算

上位所得者
※１

自己負担限度額

（表）自己負担限度額

国民健康保険・後期高齢者医療保険

保険料は必ず納めましょう

医療保険は助け合いの制度 医
療
費
が
高
額
の
と
き
は
申
請
を

高
額
療
養
費
を
払
戻
し

市民税非課税世帯は減額に
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国 保

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪（３） 平成２５年１１月１５日



○勤務時間（平成２５年４月１日現在）

月曜日～金曜日（祝日、年末年始を除く）９時～

１７時３０分（うち休憩４５分）。 ※公務運営上の事情に

より、特別の形態によって勤務する必要がある職員

の勤務時間は、別に割振りを定めています。なお、

再任用短時間勤務職員、任期付短時間勤務職員およ

び一般職非常勤職員は常勤職員の勤務時間より短い

時間になります。

○分限および懲戒処分��
平成２４年４月１日～

平成２５年３月３１日
�
�

分限処分は心身の故障などのため２５人（再任用短

時間勤務職員３人を含む）が休職、懲戒処分は一般

服務違反と一般非行のため３人が停職、一般非行の

ため１人が減給、監督責任と道路交通法違反のため

２人が戒告となっています。

○年次有給休暇の取得状況��
平成２４年４月１日～

平成２５年３月３１日
�
�

制度概要は、１年において２０日の範囲内（２０日を限

度に翌年に繰越し可）で、平均取得日数は１３．７日です。

５，０２１人各職場単位で実施した研修
職 場 集 合
研 修

５３４人
市町村職員中央研修所への派遣
研修、おおさか市町村職員研修
研究センターへの派遣研修など

派 遣 研 修

３２１人
全職員普通救命講習履修事業、
法務事例研修、子育て応援セミ
ナーなど

特別・自主
的参加研修

１，４９０人
新規採用職員研修、新任係長・
主査研修、新任総括主幹研修、
新任課長職研修など

基 本 研 修

受講人数おもな研修など区 分

○職員研修の状況��
平成２４年４月１日～

平成２５年３月３１日
�
�

○人事評価制度の概要

平成９年度から人事評価制度を実施し、能力に応

じた職員の適正配置や人材育成などに活用し、これ

からのまちづくりを担える人材の育成を図っていま

す。なお、平成２０年度から評価者面談の導入などの

見直しを行いました。

○福利厚生などの現況

地方公共団体は地方公務員法により、職員の福利

厚生の計画を樹立し、実施することが義務づけられ

ており、本市では東大阪市職員厚済会で福利厚生事

業を行っています。

○公平委員会

公平委員会は、地方公務員法第７条第２項の規定

により設置されており、その権限は同法第８条第２項

で定められています。おもな内容は次のとおりです。

�職員の給与、勤務時間その他の勤務条件に関す
る措置の要求を審査・判定し、必要な措置を執るこ

と �職員に対する不利益な処分についての不服申
立てに対する裁決または決定をすること �職員の
苦情を処理すること

【勤務条件に関する措置の要求および不利益処分
に関する不服申立て】
平成２４年度は勤務条件に関する措置の要求および

不利益処分に関する不服申立てはありませんでした。

○常勤職員数の推移（各年４月１日現在）

5,000

4,500

4,000

3,500

0

（人）

平成11年 13年 15年 17年 19年 21年 23年 25年

4,603
4,829

4,431 4,167
3,987

3,719
3,585 3,598

平成２４年度の市職員の人数や給与、福利厚生

事業などの概要は次のとおりです。くわしくは

市ウェブサイトをご覧ください。

�問職員課 ０６（４３０９）３１１４、�０６（４３０９）３８１９

※他団体への派遣などについては退職者数に含みません。教育公務員
を除いています。

１２人６人１４９人

４人そ の 他

退職者数
３７３人 ９１人普通退職

０人勧奨退職

１１１人定年退職

０人４４人１１４人２１７人採用者数 ３７５人

一般職
非常勤
職 員

任期付
短時間
勤務職員

再任用
短時間
勤務職員

常勤職員区 分

○採用・退職 （平成２４年４月１日～平成２５年３月３１日）

※常勤職員には教育長を含みます。

０．５％１０億４，４６４万８

１，９２９億４，６４３万７

一般職
非常勤職員

０．７％１３億１，９２６万６
再任用および
任期付短時間
勤務職員

１２．７％２４４億３，５６６万５常勤職員

人件費率
（B/A）人件費（Ｂ）歳出額（Ａ）区 分

○人件費（平成２４年度一般会計決算） （単位：千円）

※職員手当には退職手当を含みません。常勤職員には教育長を含みます。

３３０万３９億 ８２４万１２億３，２４７万３５，０７３万６６億２，５０３万２２７５人一般職
非常勤職員

２４５万２１１億３，７５５万３１億５，７２８万８１億６，６２２万５８億１，４０４万０４６４人
再任用および
任期付短時間
勤務職員

６５８万１１７４億９，１１１万５４０億４，５６９万７３２億 ７４２万２１０２億３，７９９万６２，６５８人常勤職員

１人当たり
給与費（Ｂ／Ａ）計（Ｂ）期末・勤勉手当職員手当給料

職員数（Ａ）
３，３９７人区 分

給与費

○職員給与費（平成２４年度一般会計決算） （単位：千円）

※国家公務員の「平均給料月額」の（ ）内は、給与改定特例法による措置がないとした場合の値（減額前）です。

４９．７歳２７万 ４６５円（２８万５，０３０円）４７．１歳３３万１，７８２円４２．２歳３０万９，２０６円技能労務職
４２．８歳３０万４，９４４円（３２万９，９１７円）４２．２歳３３万 １４２円４１．７歳３２万４，２９７円一般行政職
平均年齢平均給料月額平均年齢平均給料月額平均年齢平均給料月額

区 分
国類似団体平均東大阪市

○平均給料月額および平均年齢（平成２４年４月１日現在）

※技能労務職については、学歴による初任給調整はあ
りません。国家公務員の（ ）内は、給与改定特例
法による措置がないとした場合の値（減額前）です。

１３万 ６５６円
（１３万７，２００円）

１５万２，８００円技能労務職

１３万３，４１８円
（１４万 １００円）

１５万５，７００円高校卒

一般
行政職

１６万３，９８７円
（１７万２，２００円）

１８万５，８００円大学卒

国東大阪市
区 分

初 任 給

○初任給（平成２５年４月１日現在）

３０万４，２００円２６万７，７００円２３万 ２００円技能労務職

３２万 ２１４円２９万３，７００円２３万 ２００円
高校
卒

一般
行政職

３５万８，３２１円３０万６，６１２円２６万５，７４５円
大学
卒

２０年１５年１０年
経験
年数

学歴

○経験年数別・学歴別平均給料月額
（平成２４年４月１日現在）

※職員手当はほかに管理職手当、時間外勤務手当、特殊勤務手当などがあります。なお、各種職員手当は、職によ
って支給しない場合があります。

（ ）内は一般職非常勤職員の最高限度額。
なお、平成２５年度から平成２７年度にかけて支給率の段階的引下げを行っています。再任用短時間勤務職
員および任期付短時間勤務職員については、退職金手当を支給していません。

退職手当

２，７７８万８千円５６３万６千円１人当たり平均支給額
５５．８６月分４６．５５月分勤 続 ３５ 年
３８．９５５月分３２．８３月分勤 続 ２５ 年
２８．７８７５月分２３．０３月分勤 続 ２０ 年

５５．８６月分（３月分）５５．８６月分（３月分）最 高 限 度 額
勧奨・定年自己都合支 給 率
３０日分５７日分一般職非常勤職員

計

期末・
勤勉手当

０．６５月分１．４５月分再任用短時間勤務職員
１．３５月分２．６月分常 勤 職 員
１５日分３０日分一般職非常勤職員

１２月期 ０．３２５月分０．８月分再任用短時間勤務職員
０．６７５月分１．３７５月分常 勤 職 員
１５日分２７日分一般職非常勤職員

６月期 ０．３２５月分０．６５月分再任用短時間勤務職員
０．６７５月分１．２２５月分常 勤 職 員
勤勉期末平成２４年度支給割合

民間企業のボーナスに相当し、職務上の段階や職務の級などによる加算措置あり

借家の居住者に家賃額に応じて支給 限度額 ２４，５００円住居手当

交通機関利用者には定期代相当額
交通用具利用者には通勤距離に応じて支給 ２，０００円～２４，５００円

通勤手当

給与の地域間格差を調整するために支給するもの
給料、扶養手当、管理職手当の１０％（医師および歯科医師については１５％）の額

地域手当

扶養親族のある職員に支給 配偶者 １３，０００円
配偶者以外の扶養親族 各６，５００円

扶養手当

内 容項 目

○手当のおもな内訳（平成２５年４月１日現在）

東 大 阪 市 政 だ よ り （４）平成２５年１１月１５日



ふたごの交流会

クリスマス会をします。 �時�所�
１２月１１日�１０時～１１時１５分�中保健
センター �２０日�１０時～１１時�東
保健センター �２５日�１０時～１１時
３０分�西保健センター �対市内在住
のふたご、みつごを妊娠・出産して

いる方とその子ども �料５００円（東保
健センターのみ）

�申�問東・中・西保健センター

小児慢性特定疾患療育指導講演会

�時１１月２９日�１４時～１６時（受付は
１３時３０分から） �所保健所大会議室
�内講演「胆道閉鎖症について～最新
の治療と日常生活について」府立母

子保健総合医療センター医師の位田

忍さん、交流会

�申�問健康づくり課

骨粗しょう症予防料理教室

�時１１月２５日�１３時～１６時 �対市内
在住の方 �定１６人（申込先着順）
�内調理実習、試食、栄養士の講話「レ
ッツトライ�ヘルスメイトといっし
ょに丈夫な骨づくり」 �料３５０円
�持エプロン、三角巾、手ふき �申１１
月２２日�までに電話または直接
�所�申�問東保健センター

日頃聞けない悩みを相談
ニーサン

健康２３といっしょに健康教室

市民グループ「健康２３」ととも

に悩みを解決しませんか。 �時１２月
９日�１３時３０分～１５時３０分（受付は
１３時から） �対男性 �定３０人（申込先
着順） �内体組成・血流・血圧・腹
囲測定、健診結果の見方、慢性腎臓

病についての医師の講話 �持あれば
血液検査や健診の結果 �申基本事項
（１０面に掲載）を１１月１５日�から電話
で（ファクス、直接も可）

�所�申�問中保健センター

カキの生食による
食中毒にご注意

毎年、冬になるとカキの生食によ

る食中毒が発生します。これはノロ

ウイルスに汚染された貝類を生や充

分に加熱調理せず食べた場合に起こ

ります。潜伏期間は１・２日で吐き
おう と

気や嘔吐、下痢、腹痛などが起こり、

２・３日後に回復に向かいます。

カキは生食用と加熱用があります

が、加熱用は絶対に生で食べないで

充分加熱してください。調理をする

ときは手洗いを入念に行い、専用の

まな板やボウルなどを使用しましょ

う。また、使った器具や容器も洗浄後

に熱湯か漂白剤で消毒してください。

�問食品衛生課 ０７２（９６０）３８０３、�
０７２（９６０）３８０７

日本一おいしい病院食
ひ けつ

「かるしお」レシピの秘訣

かるしお

（軽塩）と

は、塩分を

抑えて素材

のうまみを

最大限に引

き出すこと

です。高血

圧や心筋梗塞などの生活習慣病の予

防につながると、今注目を集めてい

ます。 �時１２月４日�１３時３０分～１５
時３０分（受付は１３時から） �所イコ
ーラム（男女共同参画センター）

�定１００人（申込先着順） �申基本事項
（１０面に掲載）を１１月１５日�から電
話またはファクスで

�申�問中保健センター

マタニティ歯科健康相談

�時１２月２６日� ※時間は申込時に

伝えます。 �対妊娠１６週以降の妊婦
�定１５人（申込先着順） �持母子健康
手帳

�所�申�問東保健センター

マタニティクラス

�時�所�内�１２月４日�、東保健セン
ター�交流会、心理士の話 �１３日
�・２０日�、西保健センター�赤ち
ゃんとの生活、心理士の話 �１７日
�・２４日�、中保健センター�助産
師の話、マタニティクッキングなど

☆いずれも１３時３０分～１６時 �対妊娠
１６週以降の妊婦 �持母子健康手帳
�申�問東・西・中保健センター

つんく体操（愛称）・
脳トレ体操で若返ろう

市のイメージソングに合わせて体

操と脳トレをします。 �時１１月２９日
�１３時３０分～１５時３０分（受付は１３時
から） �対運動制限のない方 �定３０
人（申込先着順） �持運動ができる
服・靴、飲み物、タオル �申１１月１５
日�から電話で
�所�申�問中保健センター

肺がん・結核エックス線検診

�時�所�１２月３日�９時１０分から・
１０時から�西保健センター �４日
�９時２０分～１０時３０分、１０日�１３時
～１４時１０分�中保健センター �５
日�１３時３０分から・１４時１５分から�
東診療所（申込みは東保健センター

へ） �内�対�肺がん検診�市内在住
の４０歳以上の方 �結核検診�市内
在住の６５歳以上の方 �定各日４０人（申
込先着順）

�申�問東・中・西保健センター

２歳児歯科健康相談

�時�所�１２月９日��西保健センタ
ー �１６日��東保健センター �
２４日��中保健センター ※時間は

申込時に伝えます。 �対市内在住の
平成２３年１２月生まれの２歳児 �定各
３０人（申込先着順） �持母子健康手帳
�申�問東・中・西保健センター

メタボを解消し
なりたい自分になるための講座

�時１２月９日�・２４日�・来年１月
２７日�・２月２４日�・３月２４日�９
時３０分～１２時（計５日間） �対ＢＭＩ
が２３以上で血圧や血糖、HbA1c、Ｌ

ＤＬコレステロール値が高い市内在

住の７０歳未満の方（治療中の方は除

く） �定３０人（申込先着順） �申基
本事項（１０面に掲載）を電話で（フ

ァクス、Ｅメール、直接も可）

�申�問東保健センター �higashi
hoken@city.higashiosaka.lg.jp

アレルギー講演会

�時１２月１３日�１３時３０分～１５時３０分
�所くすのきプラザ（若江岩田駅前）
�対３歳未満のお子さんのアレルギー
が心配な方 �定３０人（申込先着順）
�内講演「これってアレルギー？子ど
ものしっしんを知ろう�」府立呼吸
器・アレルギー医療センター医師の

錦戸知喜さん、「実際にやってみよう

スキンケア」府立呼吸器・アレルギ

ー医療センター小児アレルギーエデ

ュケーターの田中謙好さん �申１１月
１５日�から電話で ※保育あり。事

前に申込みが必要。

�申�問東・中・西保健センター
�問健康づくり課

東大阪地域活動栄養士会
設立２０周年記念講演会

�時１１月３０日�１３時３０分～１５時３０分
（受付は１２時３０分から） �所夢広場（布
施駅前） �定１７０人（申込先着順）
�内地域活動栄養士会２０年のあゆみ、
講演「食べることは生きること～	健
康な１食
を育てあう地域づくりを」
女子栄養大学名誉教授の足立己幸さ

ん、糖尿病予防のパネル展示

�申�問健康づくり課

再検査をお願いします
クラミジア検査

保健センターで１０月に実施したク

ラミジア検査において、使用期限切

れの採尿容器（男性用）を使用して

いたことが、判明しました。このた

め、検査結果が正しく出ていない可

能性があります。

このような事態を招いたことをお

わびしますとともに、再度、検査を

受けていただきますようお願いしま

す。 使用期限切れ採尿容器を使用し
て検査を実施した�時�所�１０月３日、
１７日�東保健センター �１０月９日
�中保健センター ※再検査につい

ては、お問合せください。

�問東・中・西保健センター

エイズ（後天性免疫不全症候群）

は、ＨＩＶ（ヒト免疫不全ウイル

ス）の感染によって発症する病気

の総称です。新規ＨＩＶ感染者・

エイズ患者の報告数は、年間１，５００

件前後で、ここ数年は横ばいで推

移していますが、大きく減少して

いるわけではありません。大阪府

の平成２４年の新規報告数は、ＨＩ

Ｖ感染者１２４件、エイズ患者５６件で

した。

一方で、治療法の開発が進み、

ＨＩＶに感染していてもエイズと

いう病気に進行するのを防ぎ、長

く生きていくことが期待できるよ

うになっています。「ＨＩＶ感染�
エイズ」でも、「エイズ�死」でも

ありません。仕事など日常生活を

続けていくこともできます。

適切な治療を適切な時期に始め

るためには、感染している人が早

く自分の感染を知ることが必要に

なります。自分のためにも、大切

な人のためにも、エイズ検査を受

けましょう。

【夜間即日エイズ検査】
検査は匿名、無料で受けること

ができます。受けたその日に結果

がわかります。また、希望者には

Ｂ型・Ｃ型肝炎や梅毒、クラミジ

ア検査も行います（エイズ検査以

外の結果は一週間後、来所にて返

却）。

ただし、夜間即日エイズ検査で

は感染の危険があった日から３か

月以上経たないと、正しい結果は

得られません。なお、証明書の発

行はできません。 �時１２月３日�
１８時～１９時３０分 �所中保健センタ
ー �定３０人（当日先着順）
�問健康づくり課
【専門相談】
保健センターでは、専門相談と

してエイズ抗原・抗体検査やＢ型

・Ｃ型肝炎、梅毒、クラミジアの

検査を月２回実施しています。い

ずれも匿名・無料で受けることが

できます（結果は一週間後、来所

にて返却）。

ただし、このエイズ検査では感

染の危険があった日から２か月以

上経たないと、正しい結果は得ら

れません。なお、証明書の発行は

できません。

�問東・中・西保健センター
◇ ◇

�問健康づくり課
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自分のために、大切なひとのために…

エイズ検査を受けましょう
１２月１日は『世界エイズデー』です

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪（５） 平成２５年１１月１５日

mailto:higashihoken@city.higashiosaka.lg.jp


毎
年
１２
月
１０
日
は
人
権
デ
ー
、

１２
月
４
日
か
ら
は
人
権
週
間
と

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。週
間
中
、

市
で
は
、つ
ど
い
や
映
画
上
映
、

パ
ネ
ル
展
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
人
権
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題

啓
発
週
間

映
画
「
め
ぐ
み
」

上
映
会
と
パ
ネ
ル
展

�時
１２
月
１１
日
�
１３
時
３０

分
〜
１５
時

�所
イ
コ
ー
ラ

ム
（
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
）

�定
２
４
４
人（
申

込
先
着
順
）

�内
昭
和
５２
年

に
横
田
め
ぐ
み
さ
ん
が
北

朝
鮮
当
局
に
拉
致
さ
れ
た

事
件
の
経
緯
や
被
害
者
の

家
族
の
救
出
活
動
な
ど
を

描
い
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ

ー
映
画
「
め
ぐ
み
」（
写
真

上
）の
上
映
、拉
致
問
題
啓

発
パ
ネ
ル
展
示
な
ど

※

保
育
あ
り（
要
申
込
み
）。

�申
基
本
事
項
（
１０
面
に
掲

載
）を
１１
月
１５
日
�
か
ら
ハ

ガ
キ
で（
電
話
、フ
ァ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
、
直
接
も
可
）

平
和
と
人
権
の
つ
ど
い

物
も
ら
い
芸
と
し
て
差

別
さ
れ
て
き
た
伝
統
芸
能

で

こ

「
木
偶
ま
わ
し
」
で
人
権

文
化
に
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん

か
（
市
政
だ
よ
り
１１
月
１

日
号
に
掲
載
）。

�時
１２
月

６
日
�
１３
時
３０
分
〜
１５
時

３０
分

�所
イ
コ
ー
ラ
ム

�定
２
４
４
人
（
申
込
先
着

順
）

※
保
育
（
要
申
込

み
）
と
手
話
通
訳
あ
り
。

平
和
と
人
権
展

＆
識
字
展

�時
１２
月
７
日
�
・
８
日

�
９
時
３０
分
〜
１６
時
３０
分

（
８
日
は
１６
時
ま
で
）

�所
ド
リ
ー
ム
２１

�内
市
内

小
・
中
学
生
、
高
校
生
の

人
権
作
品
や
識
字
学
級
生

な
ど
の
作
品
展
示

※
申

込
不
要
。

特
設
人
権
相
談

�時
１２
月
２
日
�
・
４
日

�
・
５
日
�
１４
時
〜
１６
時

�所
市
民
会
館
４
会
議
室

※
申
込
不
要
。

�問
市
社
会
福
祉
協
議
会

内
人
権
擁
護
委
員
会

０
６
（
６
７
８
９
）
７
２

０
１
、�
０
６（
６
７
８
９
）

２
９
２
４

◇

◇

�申
�問
〒
５７７
―

８
５
２
１
市

役
所
人
権
啓
発
課

０
６

（
４
３
０
９
）３
１
５
６
、

�
０
６（
４
３
０
９
）３
８

２
３
、
�jin

k
en
k
eih

a
ts
u
@
city
.h
ig
a
s
h
i

o
s
a
k
a
.lg
.jp
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�
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文
化
部
門

社
会
教
育
の
部

【
団
体
】

▽
大
�
校
区
少
年
補
導

員
会

▽
日
本
ボ
ー
イ
ス

カ
ウ
ト
大
阪
連
盟
東
阪
地

区
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
東
大

阪
第
２
団

▽
川
俣
こ
ど

も
育
成
会

▽
侑
成
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団

▽
東
大
阪

市
絵
手
紙
協
会

▽
東
大

阪
市
吟
詠
歌
謡
連
盟

▽

東
大
阪
市
フ
ラ
協
会

▽

大
�
婦
人
会

▽
花
園
婦

人
会【

個
人
】

▽
奥
田
千
歳
、
�
川
孝

行
、
山
川
健
二
、
百
合
中

靖
（
東
大
阪
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協

議
会
）

▽
大
前
陽
子
、

中
西
恵
子
、
中
西
睦
生
、

冨
士
博
良
（
東
大
阪
市
少

年
補
導
員
協
議
会
）

▽

井
上
昇
、
川
原
義
則
、
宮

居
秀
男
（
東
大
阪
市
青
少

年
指
導
員
協
議
会
）

▽

久
森
敬
次
、
吉
田
幸
次
郎

（
東
大
阪
市
子
ど
も
会
育

成
連
絡
協
議
会
）

▽
喜

多
浩
一
、
北
江
喜
信
（
東

大
阪
市
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

協
議
会
）

▽
石
田
敦
代
、

大
倉
昭
子
（
東
大
阪
市
ガ

ー
ル
ス
カ
ウ
ト
連
絡
協
議

会
）

▽
有
友
新
三
郎（
東

大
阪
市
留
守
家
庭
児
童
育

成
ク
ラ
ブ
協
議
会
）

▽

永
井
裕
章
（
東
大
阪
市
サ

ト
ン
選
手
権
大
会
都
道
府

県
対
抗
準
優
勝

▽
竹
田

由
美
子
�
同
大
会
都
道
府

県
対
抗
準
優
勝

▽
井
戸

垣
歩
来
�
全
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ

ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ

ッ
プ
夏
季
水
泳
競
技
大
会

シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド
ス
イ

ミ
ン
グ
競
技
１０
歳
〜
１２
歳

デ
ュ
エ
ッ
ト
優
勝

▽
木

岡
夢
結
�
全
国
幼
稚
園
ス

ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
選
手

権
大
会
基
本
動
作
グ
ラ
ン

ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

▽
村

嵜
小
次
郎
�
全
国
少
年
少

女
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ

選
手
権
大
会
長
剣
９
・
１０

級
第
２
位

▽
長
谷
川
進

�
世
界
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン

バ
ラ
選
手
権
大
会
長
剣
７

・
８
級
第
３
位

▽
村
上

颯
�
同
大
会
長
剣
５
・
６

級
第
２
位

▽
武
内
桜
�

全
日
本
少
年
少
女
空
手
道

選
手
権
大
会
出
場

▽
丸

岡
美
月
�
同
大
会
出
場

▽
増
崎
セ
リ
ナ
�
ト
ラ
ン

ポ
リ
ン
競
技
国
際
大
会
選

考
会
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
競
技

１１
歳
〜
１２
歳
女
子
の
部
優

勝

▽
宮
田
将
吾
�
全
日

本
ノ
ー
ビ
ス
＆
ジ
ュ
ニ
ア

カ
ッ
プ
シ
ョ
ー
ト
ト
ラ
ッ

ク
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
選

手
権
大
会
総
合
優
勝

▽

河
野
志
歩
�
全
国
中
学
校

柔
道
大
会
女
子
個
人
戦
５２

�
級
出
場

▽
辻
彩
花
�

同
大
会
女
子
個
人
戦
４８
�

級
出
場

▽
金
谷
波
希
�

同
大
会
男
子
個
人
戦
９０
�

超
級
出
場

▽
稲
植
晃
�

同
大
会
男
子
個
人
戦
８１
�

級
出
場

▽
黒
田
祥
代
�

全
国
都
道
府
県
対
抗
中
学

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
女
子

の
部
出
場

▽
�
原
春
季

�
都
道
府
県
対
抗
ジ
ュ
ニ

ア
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大

会
女
子
の
部
出
場

▽
吉

ッ
カ
ー
協
会
）

▽
中
井

良
一
（
東
大
阪
市
テ
ニ
ス

協
会
）

▽
青
山
晃
、
中

原
祥
弘
、
中
村
孝
、
松
井

正
則
、
山
本
忠
（
東
大
阪

市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協

議
会
）

▽
中
尾
彰
子
、

野
村
則
子
、
萩
井
守
三
、

花
房
康
博
、
松
澤
惠
子
、

森
宗
良
富
、
山
野
井
は
な

（
東
大
阪
市
文
化
連
盟
）

▽
稲
川
照
美
、
前
田
紀
美

子
（
東
大
阪
市
地
域
婦
人

団
体
協
議
会
）

学
校
保
健
の
部

【
個
人
】

▽
碇
昇
一
郎

▽
橋
村

秀
親

▽
岩
本
圭
司

▽

鈴
木
憲
一

児
童
生
徒
の
部

【
団
体
】

▽
日
新
高
校
吹
奏
楽
部

▽
孔
舎
衙
中
学
校
合
唱
部

学
校
園
の
部

▽
縄
手
東
小
学
校

ス
ポ
ー
ツ
部
門

【
団
体
】

▽
市
代
表
卓
球
競
技
一

般
男
子
チ
ー
ム
�
大
阪
府

総
合
体
育
大
会
中
央
大
会

卓
球
競
技
の
部
一
般
男
子

優
勝

▽
清
友
ク
ラ
ブ
�

全
日
本
ク
ラ
ブ
卓
球
選
手

権
大
会
男
子
６０
代
の
部
優

勝

▽
石
切
中
学
校
柔
道

部
�
全
国
中
学
校
柔
道
大

会
女
子
団
体
戦
出
場

▽

花
園
中
学
校
男
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
部
�
全
国
中
学
校

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
男
子

の
部
ベ
ス
ト
８

【
個
人
】

▽
希
有
ユ
ミ
子
�
全
日

本
レ
デ
ィ
ー
ス
バ
ド
ミ
ン

ほ
ん

し

は

ぐ
さ
し
き

じ

本
市
で
は
、
蛇
草
識
字

が
っ
き
ゅ
う

あ
ら

も
と

し
き

じ

が
っ
き
ゅ
う

学
級
や
荒
本
識
字
学
級
、

ち
ょ
う

え
い

ち
ゅ
う

が
っ

こ
う

や

か
ん

が
っ

長

栄

中

学
校
夜
間
学

き
ゅ
う

た
い
へ
い

じ

ち
ゅ
う
が
っ
こ
う

や

か
ん

級
、
太
平
寺
中
学
校
夜
間

が
っ
き
ゅ
う

し
ゅ
が
ん

エ
ヌ
ピ
ー
オ
ー
ほ
う

学
級
、
曙
光
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

じ
ん
ひ
が
し
お
お
さ
か

に

ほ
ん

ご

き
ょ
う
し
つ

人
東
大
阪
日
本
語
教
室
、

き
ょ
う
し
つ

よ
み
か
き
教
室
な
ど
で
、

お
お

ひ
と

も

じ

よ

多
く
の
人
が
文
字
の
読
み

か

ま
な

書
き
を
学
ん
で
い
ま
す
。

し

み
ん

み
な

し
き

市
民
の
皆
さ
ん
に
「
識

じ

た
い

り

か
い

に
ん

字
」
に
対
す
る
理
解
と
認

し
き

ふ
か

識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た

が
っ
き
ゅ
う
せ
い

が
く
し
ゅ
う

め
に
、
学
級
生
の
学
習
の

せ
い

か

さ
く
ひ
ん

し
き

成
果
で
あ
る
作
品
や
「
識

じ

か
ん

字
」
に
関
す
る
パ
ネ
ル
な

て
ん

じ

し
き

じ

て
ん

ど
を
展
示
す
る
「
識
字
展
」

か
い
さ
い

を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

ら
い
じ
ょ
う

も

じ

来
場
い
た
だ
き
、「
文
字
の

た
い
せ
つ

か
ん

大
切
さ
」
を
感
じ
て
く
だ

さ
い
。

が
つ
み
っ

か

か

と
き

１２
月
３
日
	
・

よ
っ

か

す
い

じ

じ

４
日
�
９
時
〜
１７
時

と

し

や
く
し
ょ
ほ
ん
ち
ょ
う
し
ゃ

こ
ろ

市
役
所
本
庁
舎
１

か
い

た

も
く
て
き

な
い
よ
う

階
多
目
的
ホ
ー
ル

内
容

し
き

じ

け
い
は
つ

▽
「
識
字
」
啓
発
パ
ネ
ル

て
ん

じ

が
っ
き
ゅ
う
せ
い

さ
く

の
展
示

▽
学
級
生
の
作

ひ
ん

ぶ
ん
し
ゅ
う

て
ん

じ

品
・
文
集
な
ど
の
展
示

そ
う
だ
ん

▽
よ
み
か
き
相
談
な
ど

と
い
あ
わ

さ
き

し
ゃ
か
い
き
ょ
う
い
く

問
合
せ
先

社
会
教
育

か課

０
６
（
４
３
０
９
）

フ
ァ
ク
ス

３
２
７
９
、

�
０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
３
５

よ か まな

読 み 書 き を 学 ぶ
なか ま わ ひろ

仲間の輪を広げよう

ししきき じじ ててんん

識識 字字 展展
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こ
の
ほ
ど
、
あ
さ
ひ

っ
こ
（
旭
町
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
）
に
東
大

阪
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

か
ら
、
ピ
ア
ノ
が
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
寄
贈
に
は
、
東

地
域
の
子
育
て
支
援
の

拠
点
施
設
で
あ
る
「
あ

さ
ひ
っ
こ
」
が
子
ど
も

た
ち
だ
け
で
な
く
地
域

の
人
と
も
楽

し
く
集
え
る

場
に
な
る
よ

う
に
と
、
東

大
阪
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ

の
思
い
が
込

め
ら
れ
て
い

る
も
の
で
、

１０
月
２５
日
、

関
係
者
が
集

ま
る
中
、
贈

呈
式
と
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
が
開
か
れ
ま
し
た（
写

真
左
）。

寄
贈
を
受
け
た
あ
さ

ひ
っ
こ
の
越
門
所
長
は
、

「
地
域
の
人
と
の
交
流

も
さ
ら
に
深
め
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。
１２

月
に
開
催
す
る
ク
リ
ス

マ
ス
会
で
は
、
ピ
ア
ノ

を
使
っ
て
楽
し
く
過
ご

せ
る
時
間
を
設
け
た
い

で
す
ね
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

こ
の
ほ
ど
市
立
成
和

小
学
校
に
、
屋
上
緑
化

や
太
陽
光
発
電
な
ど
の

最
新
設
備
を
施
し
た
校

舎
が
増
築
さ
れ
、
真
新

し
い
校
舎
で
児
童
ら
の

学
校
生
活
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し

た
。成

和
小
学
校

は
明
治
２０
年
に

創
立
さ
れ
、
現

在
、
１
２
２
４

人
の
児
童
が
学

ん
で
い
ま
す
。

校
区
の
広
さ
や

近
年
の
学
研
都

市
線
の
利
便
性

向
上
に
よ
り
、

児
童
数
は
市
内

で
最
も
多
く
、
全
国
で

も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
。
児

童
数
の
減
少
も
少
な
い

こ
と
か
ら
、
校
舎
を
増

築
す
る
必
要
が
あ
り
、

昨
年
７
月
に
開
始
し
た

工
事
が
今
年
１０
月
１０
日

に
完
了
し
ま
し
た
。

新
校
舎（
写
真
右
）は
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

３
階
建
て
で
、
１
階
・

２
階
に

は
１２
の

普
通
教

室
、
３

階
に
は

学
年
集

会
な
ど

の
た
め

の
特
別

活
動
室
や
音
楽
室
、理
科

室
が
つ
く
ら
れ
、エ
レ
ベ

ー
タ
ー
も
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
屋
上
に
は
９６

枚
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
を

設
置
し
、
発
電
状
況
な

ど
を
モ
ニ
タ
ー
で
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
屋
上
緑
化
と
し

て
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
が
植

え
ら
れ
、
園
芸
ク
ラ
ブ

な
ど
が
今
後
手
入
れ
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

齊
藤
正
校
長
は
「
新

校
舎
が
で
き
た
こ
と
で
、

子
ど
も
た
ち
は
楽
し
く

集
中
し
て
勉
強
が
で
き

る
と
思
い
ま
す
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。
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野田市長から感謝状
を手渡された東大阪
ライオンズクラブ代
表の木村稔さん（右）

��SSaaffaarrii mmeeddiiaa LLLLCC 22000044

環境に配慮した屋上緑化。
ラベンダーの成長を楽しみ
に水やりをする児童ら 小

学
校
６
年
生（
人
権
作
品
集
）

や
め
よ
う
よ
い
じ
め
や
暴
力
知
ら
ん
ぷ
り

福を呼びこむともいわれる
人形浄瑠璃「木偶まわし」

考
え
よ
う
�
������������������
人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人
権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権
������������������

１２月４日からは

人 権 週 間

月
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま

で
、
大
会
前
は
日
曜
日
も

練
習
に
励
む
増
崎
セ
リ
ナ

さ
ん（
成
和
小
学
校
５
年
）

は
、
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
競
技

国
際
大
会
選
考
会
ト
ラ
ン

ポ
リ
ン
競
技
１１
歳
〜
１２
歳

女
子
の
部
で
見
事
優
勝
し
、

ス
ポ
ー
ツ
部
門
（
個
人
）

で
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

跳
ん
で
い
る
と
き
の
フ
ワ

ー
っ
と
し
た
感
覚
に
ト
ラ

ン
ポ
リ
ン
の
楽
し
さ
を
感

じ
て
い
る
そ
う
で
す
。

も
と
も
と
新
体
操
を
し

て
い
た
増
崎
さ
ん
は
、
ト

ラ
ン
ポ
リ
ン
の
才
能
を
見

出
さ
れ
転
身
。
１１
月
に
ブ

ル
ガ
リ
ア
で
行
わ
れ
る
世

界
大
会
で
も
、
選
考
会
１

位
の
流
れ
に
乗
っ
て
「
優

勝
を
狙
う
」
と
意
欲
を
見

せ
て
い
ま
し
た
。

練
習
が
休
み
の
と
き
は
、

の
ん
び
り
過
ご
し
て
い
る

と
い
う
増
崎
さ
ん
で
す
が
、

７
年
後
の
東
京
五
輪
を
め

ざ
し
て
い
る
と
目
を
輝
か

せ
て
い
ま
し
た
。

上
山
友
裕
さ
ん
（
吉
田

１
、
２６
歳
）
は
、
府
障
が

い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
ア
ー

チ
ェ
リ
ー
５０
ｍ
・
３０
ｍ
で

第
１
位
に
輝
き
、
こ
の
ほ

ど
ス
ポ
ー
ツ
部
門（
個
人
）

で
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

１１
月
に
タ
イ
の
バ
ン
コ
ク

で
開
催
さ
れ
る
パ
ラ
ア
ー

チ
ェ
リ
ー
世
界
選
手
権
大

会
に
日
本
代
表
と
し
て
出

場
し
ま
す
。

大
学
時
代
か
ら
ア
ー
チ

ェ
リ
ー
を
始
め
、
今
年
で

８
年
目
を
迎
え
る
上
山
さ

ん
は
、
こ
れ
ま
で

数
々
の
大
会
で
好
成

績
を
収
め
、
現
在
、

日
本
身
体
障
害
者
ア

ー
チ
ェ
リ
ー
連
盟
の

強
化
選
手
に
選
ば
れ

て
い
ま
す
。

市
長
を
表
敬
訪
問

し
た
上
山
さ
ん
は
、

「
今
回
初
め
て
海
外

で
競
技
を
行
い
ま
す

が
、
今
回
の
大
会
を
ス
テ

ッ
プ
に
し
て
、３
年
後
の
リ

オ
、
７
年
後
の
東
京
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
め
ざ
し
ま

す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

１０
月
に
東
京
で
行
わ
れ
た
ス
ポ

ー
ツ
祭
で
も
大
会
記
録
で
優
勝

し
た
上
山
さ
ん

日頃の練習でも華麗
に宙を舞う増崎さん

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
競
技
国
際
大
会
選
考
会

１１
歳
〜
１２
歳
女
子
の
部
優
勝

東
京
五
輪
を
め
ざ
す

増
崎
セ
リ
ナ
さ
ん

会
男
子
４
０
０
ｍ
出
場

▽
末
下
愛
音
�
国
民
体
育

大
会
水
泳
競
技
会
競
泳
競

技
少
年
Ｂ
女
子
１
０
０
ｍ

バ
タ
フ
ラ
イ
第
１
位

▽

竹
内
真
弥
�
全
日
本
中
学

校
通
信
陸
上
競
技
大
会
大

阪
大
会
女
子
共
通
走
幅
跳

第
１
位

▽
板
鼻
利
樹
�

大
阪
府
障
が
い
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
陸
上
競
技
８
０
０

ｍ
第
１
位

▽
上
山
友
裕

�
同
大
会
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

５０
ｍ
・
３０
ｍ
ラ
ウ
ン
ド（
リ

カ
ー
ブ
部
門
）
第
１
位

▽
角
野
恵
美
�
同
大
会
水

泳
女
子
２５
ｍ
自
由
形
第
１

位

▽
北
川
叔
路
�
同
大

会
陸
上
競
技
１
０
０
ｍ
第

１
位

▽
戸
塚
詩
織
�
同

大
会
卓
球
競
技
第
１
位

▽
中
村
雅
也
�
同
大
会
陸

上
競
技
８
０
０
ｍ
第
１
位

▽
松
端
加
那
子
�
同
大
会

水
泳
女
子
５０
ｍ
自
由
形
第

１
位

▽
松
端
宏
祐
�
同

大
会
水
泳
男
子
５０
ｍ
自
由

形
第
１
位

▽
大
和
み
ず

ほ
�
同
大
会
水
泳
女
子
５０

ｍ
平
泳
ぎ
第
１
位

◇

◇

�問
教
育
総
務
部
総
務
課

０
６
（
４
３
０
９
）
３
２

６
５
、�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
３
７

市
と
教
育
委
員
会
で
は
、
文
化
や

ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
で
優
秀
な
成
績
を

収
め
た
１６
団
体
と
７５
人
を
表
彰
し
ま

し
た
。

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
団
体
と
個
人

は
次
の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）。

府
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
５０
ｍ
・
３０
ｍ
で
第
１
位

リ
オ
・
東
京
を
め
ざ
す

上
山
友
裕
さ
ん

井
裕
鷹
�
同
大
会
男
子
の

部
出
場

▽
黒
田
千
賀
�

同
大
会
女
子
の
部
出
場

▽
谷
口
夏
樹
�
同
大
会
男

子
の
部
出
場

▽
井
本
元

汰
�
全
国
中
学
校
水
泳
競

技
大
会
男
子
２
０
０
ｍ
自

由
形
第
４
位

▽
谷
口
健

太
�
同
大
会
男
子
２
０
０

ｍ
自
由
形
出
場

▽
石
井

綺
音
�
同
大
会
女
子
５０
ｍ

自
由
形
第
３
位

▽
丸
山

夏
輝
�
同
大
会
女
子
２
０

０
ｍ
自
由
形
優
勝

▽
趙

振
�
全
日
本
中
学
校
陸
上

競
技
選
手
権
大
会
男
子
走

幅
跳
第
１
位
（
大
会
新
記

録
）

▽
安
藤
大
晃
�
同
大

文化・スポーツの振興に貢献

１１６６団団 体体 と７７５５人人 を 表 彰文文 化化 部部 門門 ススポポーーツツ部部門門

市立成和小学校

新たな学び舎が完成
�
地
域
で
楽
し
く
集
え
る
よ
う
に
�

あ
さ
ひ
っ
こ
に
ピ
ア
ノ
を
寄
贈

東
大
阪
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪 平成２５年１１月１５日平成２５年１１月１５日 （６）（７）

mailto:jinkenkeihatsu@city.higashiosaka.lg.jp


その他のつづき

住生活総合調査にご協力を

５年に一度の住生活総合調査を１２

月１日�～１０日�に実施します。こ
の調査は、国土交通省が全国の約１０

万世帯を対象に、住生活に関する意

識や意向を調査するもので、調査内

容は統計目的のみに使用されます。

調査対象となる世帯には、１１月２１

日�から府知事任命の調査員が訪問
しますので、協力をお願いします。

�問住宅政策課 ０６（４３０９）３２３２、�
０６（４３０９）３８３４

補助金交付団体が決まる
豊かな環境創造基金活用事業

市では、公共的施設の整備や環境

教育、環境啓発、環境改善活動を行

う団体などに対し、豊かな環境創造

基金を活用して補助金を交付してい

ます。

今年度の交付団体は次の６団体で

す。 助成団体 命の輝き共生の森

計画推進協議会、社会福祉法人東大

阪市社会福祉協議会玉串保育園、社

会福祉法人青雲福祉会はるか保育園、

市立菱屋西小学校里山クラブ、市立

花園小学校ＰＴＡ、市立大�東小学
校ＰＴＡ ※活動内容などくわしく

は市ウェブサイトに掲載。来年４月

に活動成果発表会を開催する予定で

す。

�問環境企画課 ０６（４３０９）３１９８、�
０６（４３０９）３８１８
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�
�
�
�
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�
�
�
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���� あさひっこ

【お団子を作って食べよう】
�時１１月２８日�１０時～１１時 �対２歳
以上の幼児とその保護者 �定１０組（初
めての方を優先して抽選） �料１００円
�申１１月１９日�１０時～２２日�１７時に電
話で

【桜町自治会の方といっしょに作
って遊ぼう】
サンタさんが来てくれるかも。

�時１２月３日�・４日�１０時３０分～１１
時３０分 �対就学前乳幼児とその保護
者 ※申込不要。

【オルゴールを聴いてリフレッシ
ュしませんか？】
�時１２月１０日�１０時～１０時３０分・１１
時～１１時３０分 �対就学前乳幼児とそ
の保護者 �定各１５組（申込先着順）
�申１１月２０日�１０時から電話で
【クリスマスリースを作ろう】
�時１２月１１日�１０時～１１時 �対２歳
以上の幼児とその保護者 �定１０組（申
込先着順） �料８００円 �申１１月１９日�
１０時から電話で

【劇団京芸による人形劇「たまご
にいちゃん」】
�時１１月２７日�１０時３０分～１１時３０分
�所市民ふれあいホール �対１歳以上
の乳幼児とその保護者 �定５０組（申
込先着順） �申１１月１５日�１０時から
電話で

◇ ◇

�申�問あさひっこ（旭町子育て支援
センター） ０７２（９８０）８８７１、�０７２
（９８５）１０５５

���� 長瀬子育て支援センター

【ちぎり紙 de遊ぼ�】
�時１１月２５日�１０時～１１時 �対１歳
６か月～２歳１１か月の乳幼児とその

保護者 �定２０組（申込先着順） �申
１１月１５日�１０時から電話で
【ママのクリスマス飾り作り】
�時１１月２９日�１０時～１１時３０分 �対
就学前乳幼児とその保護者 �定２０組
（申込先着順） ※材料費が必要。

�申１１月１８日�１３時から電話で
【クリスマスコンサート】
�時１２月２日�１０時３０分～１１時３０分
�所長瀬青少年センター �対就学前乳
幼児とその保護者 �定１５０組（申込先
着順） �申１１月１５日�１０時～１７時に
電話で

【お出かけ赤ちゃん広場】
�時１２月６日�１０時３０分～１１時３０分
�所森河内公民分館 �対未歩行の０歳
児とその保護者 ※申込不要。

【クリスマスツリー作り】
�時１２月９日�１０時～１１時 �対２歳
以上の幼児とその保護者 �定２０組（申
込先着順） �申１１月２５日�１３時から
電話で

◇ ◇

�申�問長瀬子育て支援センター ０６

（６７２８）１８００、�０６（６７２８）２４１３

���� 荒本子育て支援センター

【おやつ体操とペープサート】
�時�内�１１月２２日�１３時３０分～１５時
�変身トンネル �２５日�１３時３０分
～１５時�不思議な畑 �２９日�１０時
～１１時３０分�帽子をとったら �１２
月２日�１３時３０分～１５時�うさぎ野
原のクリスマス ※申込不要。

【よちよちタイム】
�時１１月２５日�・１２月６日�９時３０
分～１１時３０分、１２月９日�１３時３０分
～１５時３０分 �対よちよち歩きの１歳
児とその保護者 ※申込不要。

【集団生活について学ぼう】
�時１１月２９日�１３時３０分～１５時 �対
来年入園の幼児とその保護者 ※子

どもは別保育。 �定１５組（申込先着
順） �申１１月１５日�１０時から電話で

【子育て広場～おもちゃ・紙芝居
・体操】
�時１２月２日�１０時３０分～１１時３０分
�所意岐部公民分館 �対就学前乳幼児
とその保護者 �定２０組（申込先着順）
�申１１月２０日�１３時から電話で
【ハッピークリスマス会】
�時�所�１２月９日��ももの広場（楠
根） �１３日��荒本人権文化セン
ター ☆いずれも１０時～１１時 �申１１
月１８日�１３時から電話で

◇ ◇

�申�問荒本子育て支援センター ０６

（６７８８）１０５５、�０６（６７８８）２５９７

���� 鴻池子育て支援センター

【お散歩ケロちゃんを作ろう】
�時１２月６日�１０時～１１時３０分 �対
１歳６か月～２歳６か月の乳幼児と

その保護者 �定８組（申込先着順）
�料５０円 �持１	の牛乳パック３個
�申１１月２２日�１３時３０分から電話で
【クリスマスコンサート】
くりの木楽団による楽しい歌のコ

ンサートです。サンタさんも来てく

れるかな。 �時１２月１３日�１０時１５分
～１１時１５分 �対就学前乳幼児とその
保護者 �持飲み物、靴を入れるビニ
ール袋 �申１２月２日�～１１日�に電
話または直接

【子育て相談】
月曜日は発達相談員が応じます。

電話相談 月曜日～土曜日９時～１７

時３０分 ※来所相談は要予約。

◇ ◇

�申�問鴻池子育て支援センター ０６

（６７４８）８２５１、�０６（６７４３）０５７７

���� つどいの広場

【親子で遊ぼう】
昔ながらの遊びを楽しみます。

�時１２月１４日
９時３０分～１１時３０分（受
付は９時２０分から） �定３０組（申込
先着順） �料１人５０円 �申１１月１５日
�から電話で
�所�申�問東大阪大学こども研究セン
ター（西堤学園町３）０６（６７８２）２８２１

（�兼用）
【エコ座布団を作ろう】
靴下をリサイクルしてエコ座布団

を作ります。 �時１１月２６日�１０時３０
分～１１時３０分 �対就学前乳幼児とそ
の保護者 �定１０組（申込先着順）
�申１１月１５日�から電話で
�所�申�問つどいの広場キッズステー
ション（善根寺町４）０７２（９８５）１３３１

（�兼用）
◇ ◇

�問子育て支援課 ０６（４３０９）３３０２、

�０６（４３０９）３８１７

来年１月から３月までの水泳教

室の会員を募集します。開催する

教室やとき、対象などは表のとお

りです。なお、定員は教室により

異なります。くわしくは東大阪ア

リーナホームページ（http���www.
hos�arena.com�）をご覧ください。

�申基本事項（１０面に掲載）と第２
希望までのクラス（コース）を１２月

６日�（必着）までに往復ハガキで
（１人１枚まで） ※抽選。

�所�申�問〒５７７―０８０４中小阪４―７―６０
東大阪アリーナ ０６（６７２６）１９９５、

�０６（６７２６）１９９４
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１８，０００円
４泳法で２５ｍ以
上泳げる小・中
学生

４０回
１８時３０分

～１９時３０分
月・水・木・金曜
日の週４日コース

育成ジュニア
週４クラス

１０，５００円～

１２，６００円

４泳法で２５ｍ以
上泳げる高校生
までの方

１０回～

１２回

１８時３０分
～２０時３０分

月・水・木・金曜
日の４コースから
選択

育成クラス

１２，０００円１８歳以上の方１０回１９時３０分
～２０時１５分

木曜日

アクアビク
ス

１０時～１０時４５分水曜日

１２，０００円高校生以上の方１０回
１９時３０分

～２０時３０分金曜日
成人�

月曜日

１２，０００円１８歳以上の方１０回
１３時３０分

～１４時３０分水・金曜日の２コ
ースから選択

成人�
月曜日

１２，０００円

１８歳以上の女性

１０回１４時～１５時木曜日レディース�

１２，０００円１０回１１時～１２時
水・金曜日の２コ
ースから選択

レディース�

１２，０００円１８歳以上の方１０回１１時～１２時木曜日
はじめて
スイミング

８，０００円小・中学生１０回
１７時３０分

～１８時３０分

月・水・木・金曜
日の４コースから
選択

小・中学生

８，０００円小学生１０回
１６時３０分

～１７時３０分
小学生

８，０００円
平成１９年４月２
日～平成２１年４
月１日生まれの方

１０回
１５時３０分

～１６時３０分
幼児

料 金対 象回数と き教室名

東大阪アリーナの水泳教室

楽しく学びませんか

親子で楽しむ催しがいっぱい
子育て支援センター・つどいの広場

※車での来場はご遠慮ください。�所の記載のない催しは、
各子育て支援センターで開催。

東 大 阪 市 政 だ よ り （８）平成２５年１１月１５日

http://www.hos-arena.com/


市役所本庁舎の一部窓口業務の

開設を１１月２３日�９時～１２時に実
施します。

手続きの際には、運転免許証や

パスポート、健康保険証など本人

が確認できる書類をご持参くださ

い。

他市町村や警察署などへの確認

や問合せが必要な場合は、取扱い

ができないことや手続きが完了し

ないことがありますので、くわし

くは担当課へお問合せください。

なお、平日だけでなく土曜開庁

時にも、英語、韓国・朝鮮語、中

国語での通訳業務を行っていま

す。

１１月の開設日時

１１月２３日�９時～１２時

開 設 場 所

市役所本庁舎２階・３階

取 扱 業 務

【住民関係】
�戸籍届、住民異動届、印鑑登
録などの届出や住民票、印鑑証明

などの各種証明書交付など

�問市民課 ０６（４３０９）３１７２、�０６
（４３０９）３８０４

【国民健康保険・後期高齢者医
療保険関係】
�加入・脱退・変更の申請や各
種療養費の給付申請、保険料の納

付・相談など

�問�医療保険室資格給付課 ０６

（４３０９）３１６７、�０６（４３０９）３８０４
�医療保険室保険料課 ０６（４３０９）

３１６８、�０６（４３０９）３８０７
【医療助成関係】
�子どもや障害者などの医療費
助成にかかる医療証の申請および

療養費の申請など

�問医療助成課 ０６（４３０９）３１６６、

�０６（４３０９）３８０５
【児童手当などの関係】
�児童手当や児童扶養手当など
の申請

�問国民年金課 ０６（４３０９）３１６５、

�０６（４３０９）３８０５
【市税関係】
�市税の各種証明書発行や納付

・相談・申告受付・申請受付・閲

覧・届出、原動機付自転車および

小型特殊自動車の登録・廃車

�問�税制課 ０６（４３０９）３１３１、�
０６（４３０９）３８１０ �市民税課 ０６

（４３０９）３１３５、�０６（４３０９）３８０９
�固定資産税課 ０６（４３０９）３１４３～

３１４４、�０６（４３０９）３８１１ �納税課
０６（４３０９）３１４７～３１５２、�０６（４３０９）
３８０８

◇ ◇

■窓口開設にかかる�問政策調整
室 ０６（４３０９）３０１６、�０６（４３０９）
３８４７

休館日を変更します
花園図書館

花園図書館は、旭町・永和図書館

とともに月曜日と毎月末日を休館し

ていましたが、一斉休館を解消する

ため、１２月からは、花園図書館の休

館日を月曜日から火曜日に変更し、

毎月末日の休館日を開館します。

なお、旭町図書館および石切分室、

永和図書館および大�分室の休館は
従来どおりです。

�問花園図書館 ０７２（９６５）７７００、�
０７２（９６５）９２１２

ドリーム２１臨時休館
プラネタリウム冬番組

機器の点検とプラネタリウムソフ

ト入替えのため、１２月３日�と４日
�は臨時休館します。
プラネタリウムは引き続き６日�
まで休止し、７日�から冬番組「し
ょこたんのワンダー宇宙」と「オー

ロラ夜空を彩る光のダンス」を投影

します。投影時間や料金などくわし

くはドリーム２１ホームページ（http�
��www.dream21.higashiosaka.osa
ka.jp�）をご覧ください。
�問ドリーム２１ ０７２（９６２）０２１１、�

０７２（９６２）０８１０

衣摺駅前交通広場
事業認可を取得しました

設置が決まっているＪＲおおさか

東線「（仮称）衣摺駅」の駅前に整備

を予定している交通広場について、

府から事業認可がおりました。

整
備
予
定
地

駅前広場を整備することにより、

鉄道利用者の安全性・利便性の確保

や、大震災など緊急時における避難

場所・緊急活動拠点としての都市防

災機能の強化などが見込まれ、また

（仮称）衣摺駅周辺の活性化も期待で

きます。 事業地 衣摺六丁目地内

事業期間 平成３０年３月３１日まで

�問街路整備室 ０６（４３０９）３２１７、�
０６（４３０９）３８３１

市税の口座振替にご協力を

市税（市・府民税の普通徴収分、

固定資産税・都市計画税）の納付に

は、口座振替の利用をお願いします。

口座振替にすると、金融機関など

に出向かなくても自動的に預貯金口

座から納税できますので、納め忘れ

もなく便利です。

口座振替は、預貯金口座のある市

税取扱金融機関（阿波・徳島銀行を

除く）または郵便局に、通帳、届出

印、納税通知書を持参すると手続き

することができます。口座振替依頼

書は市ウェブサイトからダウンロー

ドできます。また、市内の市税取扱

金融機関などにもあります。市税の

口座振替にご協力ください。

�問納税課 ０６（４３０９）３１４７、�０６
（４３０９）３８０８

納期限は１２月２日
個人事業税第２期分

個人事業税第２期分の納期限は１２

月２日�です。８月に第１期分とあ
わせて送付している第２期分の納付

書で納期限までに金融機関などで納

めてください。納付用紙にバーコー

ドが印字されているもの（３０万円以

下のもの）は、コンビニエンススト

アでも納めることができます。

また、納税には便利で安心な口座

振替をご利用ください。

�問中河内府税事務所 ０６（６７８９）

１２２１、�０６（６７８９）７４４２

市民美術センター
展示室・和室・茶室などを貸出

来年４月１日�～８月３日�（特別
展などの期間を除く）の施設の貸出受

付を行います。ただし、使用料が必要

で、会議室のみの利用はできません。

�対美術、書道、工芸、文学、茶花道、
手芸などの発表・展示会 �内第１～
３展示室、和室、茶室、会議室 �申
１２月１日�～７日�１０時～１７時に直
接（月曜日は休館） ※抽選。申込締

切後に空き施設があるときは、来年１

月５日�から再度受付（申込先着順）。
【そうさく展】
これまでの創作講座を修了した受

講生による水彩画や油彩画、パステ

ル画などを展示します。 �時１２月１１
日�～１５日�１０時～１７時（１５日は１５
時まで） ※申込不要。

◇ ◇

�所�申�問市民美術センター ０７２（９６４）

１３１３、�０７２（９６４）１５９６

東大阪アリーナのプール休館

１１月２２日�～２４日�は水泳大会の
ため、終日プールの一般利用ができ

ません。

�問東大阪アリーナ ０６（６７２６）１９９５、

�０６（６７２６）１９９４

傍聴しませんか
社会福祉審議会地域福祉専門分科会

�時１１月２８日	１５時から �所市役所
本庁舎１８階研修室 �定３人（抽選）
�内地域福祉計画の策定について �申
基本事項（１０面に掲載）を１１月２１日	
（必着）までにハガキで（ファクス、

Ｅメールも可）

�申�問〒５７７―８５２１市役所福祉企画課
０６（４３０９）３１８１、�０６（４３０９）３８１５、
�fukushikikaku@city.higashios
aka.lg.jp

検察審査員 選ばれたらご協力を

検察審査会は、不起訴処分が正し

かったかどうかを審査する機関です。

検察審査会では１１人の審査員が審

査します。審査員は、国民の代表と

して選挙人名簿の中からクジで選ば

れます。選ばれたときは協力をお願

いします。なお、検察審査会制度を

紹介したＤＶＤを貸し出しています。

�問大阪検察審査会事務局 ０６（６３１６）

２９８４、�０６（６３６３）１２４０

登記事項証明書の請求は
オンラインで

現在、登記申請や登記事項証明書

などの請求がインターネットを利用

したオンラインでできるようになっ

ています。不動産や会社・法人の登

記事項証明書などの交付請求をオン

ラインですると、手数料が安くなり

ます。ぜひ、ご活用ください。 不
動産および商業・法人登記のおもな
手数料 �窓口で請求した場合
６００
円 �オンラインで請求した場合

５００円（郵送受領）、４８０円（窓口受領）

※くわしくは登記・供託オンライン

申請システムホームページ（http���
www.touki�kyoutaku�net.moj.go.
jp�）をご覧ください。
�問大阪法務局東大阪支局 ０６（６７８４）

０５６６、�０６（６７８２）３１８３

古紙類などの資源
キャラバン回収

土曜開庁時に、市役所本庁舎で

キャラバン回収（移動式資源拠点

回収）を試験的に実施しています。

当日は、回収ボックスなどを設置

しますので、古紙類など資源にな

るものをお持ちください。

また、ごみの減らし方・分け方

についての相談やごみ減量化の工

夫に関するパネル展示もあわせて

行います。リサイクルへの理解を

深めませんか。 �時１１月２３日�９
時～１２時 �所市役所本庁舎１階ロ
ビー 回収品目 古紙類、古着、

古布、紙パック、ペットボトル、

白色トレイ、蛍光灯、乾電池

�問循環社会推進課 ０６（４３０９）

３１９９、�０６（４３０９）３８１８

市役所本庁舎の一部窓口業務

第４土曜日に開設しています

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪（９） 平成２５年１１月１５日

http://www.touki-kyoutaku-net.moj.go.jp/
http://www.dream21.higashiosaka.osaka.jp/
mailto:fukushikikaku@city.higashiosaka.lg.jp


学ぶのつづき

歴史講演会

�時１１月３０日�１３時３０分～１５時３０分
まきむく

�定９０人（当日先着順） �内講演「纒向学
事始～日本の国のはじまりを探る」纒

向学研究センター所長の寺沢薫さん

�所�問発掘ふれあい館（埋蔵文化財
センター） ０７２（９８３）２３４０、�０７２
（９８２）９４１１

クラフト教室

木の実などを使ってトロッケンゲ

ビンデ（ドイツの民芸装飾品）を作り

ます。 �時１２月１３日�１３時３０分～１５時
３０分 �対市内在住の６０歳以上の方
�定１５人（申込先着順） �料１，０００円
�申１１月１５日�から電話または直接
�所�申�問五条老人センター ０７２（９８５）

３７５１、�０７２（９８６）７５９２

大阪参加体験プログラム２０１４
あきんど

「商人体験」など協力施設

修学旅行生を対象に大阪観光局が

実施する来年度の大阪参加体験プロ

グラムの「商人体験」などに協力い

ただける施設を募集します。

商
人
体
験
の
様
子

�申１２月２７日�までに電話またはＥ
メールで

�申�問大阪観光局 ０６（６２８２）５９００、

�０６（６２８２）５９１５、�nishimura�m
@ogtb.jp

�問商業課 ０６（４３０９）３１７６、�０６
（４３０９）３８４６

大阪府都市競艇組合の職員

�対昭和６３年４月２日～平成４年４
月１日生まれで学校教育法による４

年制大学を卒業した方（来年３月卒

業見込みの方を含む） �申申込書を１２
月５日�～１２日�（必着）に郵送 ※

申込書はボートレース住之江ウェブ

サイト（http���www.suminoe.gr.jp�）
からダウンロード可。住之江ボート

レース場南門管理室でも配布。

�申�問〒５５９―００２３大阪市住之江区泉
１―１―７１ 大阪府都市競艇組合総務課

０６（６６８２）６２３０、�０６（６６８３）０１５２

福祉農園利用者

６０歳以上の方や障害のある方を対

象に、福祉農園の利用者を募集しま

す。 利用期間 １１月２２日から 募
集農園 西堤第二（西堤本通西２）

�料年３，０００円程度 �申６０歳以上（平成
２５年１２月１日現在）の方は健康保険証

など、障害者（児）は身体障害者手

帳などおよび印鑑を持って、１１月１９日

�・２０日�に本人または同居家族が
直接 ※抽選。申込みは１世帯につ

き１区画で重複申込不可。

�申�問西福祉事務所高齢福祉係 ０６

（６７８４）７９８１、�０６（６７８４）７６７７

水道料金や下水道使用料、し尿

処理手数料を納めることが困難で、

減免基準に当てはまる方を対象に、

平成２６年度の納付額の一部を減免

します。なお、生活保護世帯への

減免はできません。

申請や相談の日程と場所は、表

�のとおりです。 �対所得基準額
（表�）以下の世帯 減免額 �
水道料金�基本料金の５割 �下
水道使用料�基本料金 �し尿処

理手数料�普通便槽の手数料の８
割 �申申請する各料金の領収書（水
量のお知らせも可）、印鑑を持って

直接 ※平成２５年１月２日以降に

東大阪市に転入した方は平成２５年

度の所得証明書が必要。

�問�水道料金�水道総務部お客
様サービス課 ０６（６７２４）１２２１、�
０６（６７２１）２３７４ �下水道使用料�
下水道部業務課 ０６（４３０９）３２５１、

�０６（４３０９）３８２７ �し尿処理手数
料�環境企画課 ０６（４３０９）

３１９８、�０６（４３０９）３８１７
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☆いずれも１０時～１５時

ももの広場（楠根）２８日�
東体育館２７日�
はすの広場（近江堂）２６日�
グリーンパル（中鴻池）

２５日�
ゆうゆうプラザ（日下）

くすのきプラザ（若江岩田駅前）２２日�

市民会館大集会室
１１月
２１日�

ところとき

表� 受付日・場所

※１人増すごとに３３万円加算。

２２４万円４人

１９１万円３人

１５８万円２人

１２５万円１人

平成２４年中の世帯
全員の総所得金額世帯人数

表� 所得基準額

●記号の見方
�時とき �所ところ �対対象 �定
定員・定数 �内内容 �料料金（表
示のないものは無料） �持持ち物
�申申込方法・申込み先など �問
問合せ先 �Ｅメールアドレス

●申込みの基本事項
�行事名または教室名
�住所
�氏名（ふりがな）
�年齢
�電話・ファクス番号
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弁護士による法律相談
【本庁市民相談室】１週間前か
ら電話で予約受付。月・水・金曜１３

時～１６時３０分、第２火曜１７時～２０

時 ０６（４３０９）３１０４、�０６（４３０９）３８０１
【巡回法律相談・リージョンセン
ター】１週間前から電話で予約受
付。いずれも１３時～１６時 ０６（４３０９）

３１０４、�０６（４３０９）３８０１（本庁市民
相談室） �日下�奇数月の第２火
曜�四条�第２・４木曜�中鴻池
�偶数月の第４火曜�若江岩田駅
前�第１・３木曜�楠根�偶数月
の第２火曜�布施駅前�第１・３
火曜�近江堂�奇数月の第４火曜
司法書士による相談
【本庁市民相談室】第３木曜１４
時～１５時３０分（当日先着８人）０６

（４３０９）３１０４、�０６（４３０９）３８０１
行政書士による相談
【本庁市民相談室】相続、遺言
の作成など。第１火曜１３時～１６時

で予約不要 ０６（４３０９）３１０４、�０６
（４３０９）３８０１

消費生活相談
【消費生活センター】月～金曜
９時３０分～１６時（来所相談は予約

制）０７２（９６５）０１０２、�０７２（９６２）９３８５
人権法律相談
いずれも１３時～１６時で予約制

�第２火曜（荒本人権文化センタ
ー）�０６（６７８８）７４２４、�０６（６７８８）２４５６
�第４火曜（長瀬人権文化センタ
ー）�０６（６７２０）１７０１、�０６（６７２９）９１７１
女性のための相談
【イコーラム】予約と電話相談
は月曜が祝日の場合は実施し、翌

火曜が休館 �面接相談（予約制）
�火・木・土曜（５週目を除く）１０
時～１２時・１３時～１６時（第４火曜は

１８時～２０時も。休館の場合第３火

曜）０７２（９６０）９２０５、�０７２（９６０）９２０８
�電話相談�火～日曜１０時～１７時
０７２（９６０）９２０６、�０７２（９６０）９２０８
�労働相談（予約制）�第２土曜１３
時３０分～１６時２０分 ０７２（９６０）９２０５、

�０７２（９６０）９２０８�法律相談（予約制）
�原則第１水曜１３時～１６時 ０７２

（９６０）９２０５、�０７２（９６０）９２０８
男性のための電話相談
第１土曜１３時～１７時、第３水曜

１９時～２１時 ０７２（９６６）５００２

医療相談
【地域健康企画課】医療機関利
用のための相談。月～金曜１０時～１６

時 ０７２（９６０）３８０１、�０７２（９６０）３８０６
【市立総合病院患者家族相談室】
健康上の不安や悩みなどの相談。

８時３０分～１６時で予約制 ０６（６７８１）

５１０１、�０６（６７８１）２２７１
【救急安心センターおおさか】
病気、ケガ、応急手当の方法など。

２４時間３６５日対応 ＃７１１９または０６

（６５８２）７１１９

交通事故相談
【交通対策室】月・火・水・金
曜９時～１６時で予約制 ０６（４３０９）

３２２３、�０６（４３０９）３８３６
教育・子育て相談など
【教育センター（教育・発達）】
月～金曜、土曜（月２回。要問合

せ）９時～１７時３０分で予約制 ０６

（６７２７）０１１３、�０６（６７２９）８２６１
【子どもの悩み相談（保護者・
市民専用）】月～土曜９時～２１時
（土曜は１７時まで）０６（６７８２）７８６７

【いじめ・悩み１１０番（子ども専
用）】月～土曜９時～２１時（土曜は
１７時まで） ０６（６７３２）０１１０

【すこやかテレホン】月～金曜
１０時～１６時 ０６（６７２１）９１７４、�０６
（６７２１）９８７４ ※メールでの相談も

可。くわしくは青少年補導センタ

ーホームページをご覧ください。

【子育て相談ダイヤル】２４時間
３６５日対応 ０７２（９６１）０１７８（�兼用）
【子育て支援センター】�来所
相談（予約制）�月曜（鴻池）、水曜
（あさひっこ）、木曜（長瀬、荒本）

９時３０分～１６時 �電話相談�月
～土曜９時～１７時３０分 ０６（６７４８）

８２５２、�０６（６７４３）０５７７（鴻池）・０７２
（９８０）８８７１、�０７２（９８５）１０５５（あさ
ひっこ、月曜日は休館）・０６（６７２８）

１８００、�０６（６７２８）２４１３（長瀬）・０６
（６７８８）１０５５、�０６（６７８８）２５９７（荒本）

そう だん

よみかき相談
げつ きん よう じ じ ぷん

月～金曜９時～１７時３０分 ０６
ファクス しゃ

（４３０９）３２７９、�０６（４３０９）３８３５（社
かいきょういく か

会教育課）

若者の自立・就労相談
【本庁市民相談室】青年の就労
や自立のための相談。職業紹介や
あっせん

斡旋は行いません。第４木曜１４時

～１７時 ０６（６７８７）２００８、�０６（６７８７）
２０１８（東大阪若者サポートステーシ

ョン）

パート・労働問題の相談
職業紹介や斡旋は行いません。

�月～金曜９時～１６時（労働雇用政
策室）�０６（４３０９）３１７９、�０６（４３０９）
３８４６�月・水・金・土・日曜９時
～１７時※土・日曜は月・水・金曜

に要予約（ユトリート東大阪）�０６
（６７２１）６０００、�０６（６７２１）１２１２
就職が困難な方の雇用・就労相談
【就労支援センター】職業紹介
や斡旋は行いません。いずれも月

～金曜９時～１６時 �永和�０６
（６７８８）４５８０、�０６（６７８８）４５５５�意
岐部�０６（６７８４）５８１１、�０６（６７８４）
５８２２�長瀬�０６（６７２７）１９２０、�０６
（６７２７）１９２５

福祉なんでも相談
【市民プラザ】コミュニティソ
ーシャルワーカーが相談に応じま

す。いずれも１３時３０分～１６時で予

約不要 ０６（４３０９）３１８１、�０６（４３０９）
３８１５（福祉企画課） �日下�第３
水曜日�四条�第１火曜日�中鴻
池�第１金曜日�若江岩田駅前�
第１月曜日�楠根�第３木曜日�
布施駅前�第１水曜日�近江堂�
第１木曜日

※いずれも無料。休日と祝日は行いま
せん（子育て相談ダイヤルを除く）。

定定 例例 相相 談談
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平成２６年度水道料金・下水道使用料・し尿処理手数料

減免申請を受け付けます

東 大 阪 市 政 だ よ り （１０）平成２５年１１月１５日

mailto:nishimura-m@ogtb.jp


ものづくり教室
クリスマスグッズをつくろう�

�時１２月８日�１１時～１２時３０分・１４
時３０分～１６時（受付は１０時３０分から）

�対４歳以上の方 �定各１５人（当日先
着順） �料各１００円
�所�問ドリーム２１ ０７２（９６２）０２１１、
�０７２（９６２）０８１０

就職につなげよう�

【就活セミナー】
面接で印象をアップさせるポイン

トを学びます。 �時１１月２６日�１３時
～１５時３０分 �対１５歳～３９歳の求職中
の方 �定８人（申込先着順） �申１１
月１５日�～２２日�に電話で
【パソコン基礎講座】
ワード、エクセル、パワーポイン

トを活用してビジネス文書を作成し

ます。 �時１２月３日�・４日�１０時
～１７時（計２日間） �対全日程受講
できる１５歳～３９歳の求職中の方 �定
６人（申込先着順） �申１１月１５日�～
２７日�に電話で

◇ ◇

�所�申�問東大阪若者サポートステー
ション（高井田元町２） ０６（６７８７）

２００８、�０６（６７８７）２０１８
�問労働雇用政策室 ０６（４３０９）３１７８、

�０６（４３０９）３８４６

ボランティア研究集会

地域福祉活動について学んでみま

せんか。 �時１２月１４日�１０時～１５時
３０分 �定６０人（申込先着順） �内�基
調講演「『しゃきょう』って�～社会
福祉協議会を知っていますか」 �
分科会�「常設型災害ボランティアセ
ンターについて」「ワンコイン生活サ

ポート事業について」「ファミリーサ

ポートセンターについて」 �申基本事
項（１０面に掲載）と分科会名を電話

で（ファクス、直接も可）

�所�申�問総合福祉センター内ボラン
ティア・市民活動センター ０６（６７８９）

５５５０、�０６（６７８９）２９２４

ちょこっとレクチャー
ビデオな１日

児童移民により親と引き離され、

海を渡った１３万人の子どもたちとそ

の家族を再び結び合わせた一人の女

性の感動の実話「オレンジと太陽」

を鑑賞します。 �時１２月３日�１０時
～１２時・１４時～１６時 �対市内在住・
在勤・在学（いずれか）の方 �定各
４０人（当日先着順） ※１歳６か月

～就学前幼児の保育あり（定員各１０

人で申込先着順。１人２００円。１１月２６

日�までに要予約）。
�所�問イコーラム（男女共同参画セ
ンター） ０７２（９６０）９２０１、�０７２
（９６０）９２０７

アーチェリークラブ

自然の中でアーチェリーの基礎を

学びませんか。 �時１２月８日�９時
～１６時３０分 ※雨天中止。 �対小学
生以上の方 �定２４人（申込先着順）
�料１，５００円（昼食付き） �持運動がで
きる服・靴、飲み物、軍手、タオル、

虫よけスプレーなど �申１１月１５日�
～３０日�に電話で
�所�申�問自由の森なるかわ（市立野
外活動センター） ０７２（９８６）１５５１、

�０７２（９８６）１５５０

男の健康料理教室

ごまめ、ぶりのポン酢照り焼き、

煮しめ、栗蒸しようかん風などおせ

ち料理の一品を手作りします。 �時
１２月１４日�１０時３０分～１３時３０分 �対
市内在住・在勤（いずれか）の２０歳

以上の男性 �定２０人（抽選） �料
１，０００円 �申基本事項（１０面に掲載）
を１１月２５日�（必着）までに往復ハ
ガキで

�所�申�問〒５７８―０９４１岩田町４―３―２２―５００
くすのきプラザ（若江岩田駅前）

０７２（９６７）６５６５（�兼用）

パソコン教室

個別指導のパソコン教室（１時間

１，２６０円で月謝制）を開催しています。

まずは、説明会にお越しください。

説明会�時火・木曜日１２時から・１６時
から、土曜日１２時から

�所�申�問東大阪商工会議所 ０６（６２２４）

４３００、�０６（６７２５）３６１１
�問モノづくり支援室 ０６（４３０９）

３１７７、�０６（４３０９）３８４６

東大阪アリーナの教室

【個人参加型バスケット】
１人から参加できる個人参加型バ

スケットを開催します。 �時１２月６
日�・２０日�・２７日�・来年１月１０
日�・１７日�・２月１４日�・２１日�
・３月７日�１８時３０分～２０時３０分
�定各２５人（申込先着順） �料各５００円
【ペン習字】
�時１２月７日�・２１日�・来年１月

２５日�・２月１日�・８日�・２２日
�・３月８日�・２２日�１０時～１２時
（計８日間） �対１６歳以上の方 �定２０
人（申込先着順） �料１２，４００円 �持
筆ペン、ボールペン

◇ ◇

※くわしくは東大阪アリーナホー

ムページ（http���www.hos�arena.
com�）をご覧ください。
�所�申�問東大阪アリーナ ０６（６７２６）

１９９５、�０６（６７２６）１９９４

健康料理教室
ひと工夫！おもてなしのおせち

�時１２月８日�１０時３０分～１３時３０分
�対市内在住・在勤（いずれか）の方
�定１６人（抽選） �料１，０００円 �持エプ
ロン、三角巾など �申基本事項（１０
面に掲載）を１１月２０日�（必着）まで
に往復ハガキで（１人１枚まで）

�所�申�問〒５７８―０９７５中鴻池町２―３―１３
グリーンパル（中鴻池） ０６（６７４７）

１５９２、�０６（６７４４）２７４８

手作り作品教室
うま

押絵で午の絵馬を作ります。 �時
１２月１１日�・１２日	１３時３０分～１５時
３０分 �対市内在住の６０歳以上の方
�定各１０人（抽選） �料各６００円 �持
目打ち、はさみ、ボンド、つまよう

じ、ピンセット、手ふき �申１１月１５日
�～１２月５日	に電話または直接
�所�申�問角田総合老人センター ０７２

（９６２）８０１１、�０７２（９６３）２０２０

切り株サンタを作ろう

間伐材を使ってサンタクロースを

作ります。 �時１１月２４日�１３時３０分
～１５時３０分 �所枚岡公園 �定２０人（申
込先着順） ※小学生以下は保護者

同伴。 �申１１月１５日�から電話で
�申�問枚岡公園管理事務所 ０７２（９８１）

２５１６、�０７２（９８２）８７２５
�問商業課 ０６（４３０９）３１７６、�０６
（４３０９）３８４６

リウマチでお悩みの方へ
市民公開講座

リウマチの早期治療の重要性と最

新の治療情報などを紹介します。

�時１１月１６日�１５時～１７時 �所イコー
ラム（男女共同参画センター） �対
市内在住・在勤・在学（いずれか）

の方 �定２４４人（当日先着順） �内
関節リウマチの診断・薬物療法・手

術療法に関する講演

�問市立総合病院地域医療連携室
０６（６７８１）５１０１、�０６（６７８１）２１９４

「『注文を受けた健康食品を送る』

という電話があった。頼んだ覚え

がないので断ったのに送りつけら

れてきた」といった送りつけ商法

に関する相談が後を絶ちません。

「注文した覚えはないと断った
ば せい

ら、罵声を浴びせられた」「業者か

ら、申し込んだのだから代金を払

えと言われたが覚えがないので断

ったら、弁護士と家に行くぞと脅

された」「注文していないと断った

が、業者は注文記録があると引き

下がらず、後日商品が届いた」と

いった相談が寄せられています。

業者からこのような電話があっ

ても、申し込んだ覚えも購入する

意思もない場合は、きっぱりと断

りましょう。それでも商品が届い

た場合は、商品の受け取りを拒否

してください。その際は業者名や

住所、電話番号などを控えておい

てください。

【代引配達郵便の支払いに注意】
電話で勧誘され、承諾してしま

った場合はクーリング・オフ（無

条件解約）ができます。

しかし、このようなケースでは

代引配達郵便が利用されることが

多く、商品を受け取り、お金を払

ってしまうと、お金を取り戻すこ

とは困難です。

困った時は消費生活センターに

ご相談ください。

◇ ◇

�問消費生活センター ０７２（９６５）

０１０２、�０７２（９６２）９３８５

注文した覚えのない
健康食品が送られてきた
～緊急度レベル★★★★★
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「在留資格について知りたい」

「社会保険のことで相談したい」

など、専門家による相談を多言語

で行います。

通訳言語は英語、韓国・朝鮮語、

中国語、スペイン語、ポルトガル

語、ベトナム語、タイ語、フィリ

ピノ語、インドネシア語、日本語

の１０言語です。

�時１２月８日�１２時～１６時３０分（受
付は１６時まで） �所夢広場（布施
駅前） �内在留資格、仕事、年金、
社会保険、福祉、健康、子育て、

教育などに関すること

�問文化国際課国際情報プラザ
０６（４３０９）３３１１、�０６（４３０９）３８２３
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外国人のための

１日相談サービスin東大阪

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪（１１） 平成２５年１１月１５日

http://www.hos-arena.com/


中公民館の催し＆教室

【ふれあい～ファーストライブ】
中公民館で活動するグループの初

ライブです。ウクレレとチェロのコ

ラボなど生の演奏を楽しみませんか。

�時１１月２３日�１３時３０分～１７時 �対市
内在住・在勤・在学（いずれか）の

方 �定５０人（当日先着順）
【子ども朗読ワークショップ～大
きな声で届けよう】
「劇団ひまわり」で演技指導をし

ている小野朝美さんといっしょに、

「シアターゲーム」という演劇要素を

取り入れた声を出す基礎練習などを

し、朗読を楽しみませんか。 �時１２
月２１日�・２８日��１３時３０分～１５時
�１５時３０分～１７時 ☆いずれも計２

日間 �対全日程参加できる市内在学
の小・中学生 �定各２０人（抽選）
�申基本事項（１０面に掲載）と希望時
間、学校名、学年を１１月２２日�（消
印有効）までに往復ハガキで

◇ ◇

�所�申�問〒５７８―０９２５稲葉４―１―３ 中公

民館 ０７２（９６５）１５０２（�兼用）

大人が楽しむおはなし会

�時１１月２３日�１０時３０分～１２時 �対
２０歳以上の方（子どもの同伴不可）

もつ

�定４０人（当日先着順） �内「縺れ糸」
「ギアッコ少年と豆」など

�所�問花園図書館 ０７２（９６５）７７００、

�０７２（９６５）９２１２

すこやか綱引大会

�時来年３
月１日�１０
時～１５時

�所東大阪ア
リーナ �内
�対�一般男
子（男女混合可）・一般混合（女子３人

以上含む）�中学生以上の方 �小学
校高学年�小学校４年生～６年生
�小学校低学年�小学校１年生～３
年生 ※市内在住・在勤・在学（い

ずれか）で、登録選手は１２人以内、競

技人数は８人。 �申申込用紙を２月
４日�（必着）までに郵送または直接
【抽選・説明会】
来年２月中旬に組合せ抽選および

競技説明会を行います。出場チーム

の代表者は、必ず出席してください。

◇ ◇

�申�問青少年スポーツ室 ０６（４３０９）

３２８１、�０６（４３０９）３８３５

発掘ふれあい館
収蔵品展「石からうまれた道具」

発掘ふれあい館（埋蔵文化財センタ

ー）の収蔵品の中から、市内の遺跡

で出土した石で作られた道具約１５０点

を展示します。 �時１１月１６日�～来年
１１月９日�９時３０分～１６時３０分（月
曜日と祝日の翌日、年末年始は休館）

�所�問発掘ふれあい館 ０７２（９８３）

２３４０、�０７２（９８２）９４１１

石切さんで手づくり市

い
し
き
り
ん

手作り雑貨やク

ラフトなどのオリ

ジナル作品を販売

します。また、イ

ベント広場では子

どもが楽しめるイ

ベントやお店をた

くさん用意しています。 �時１１月２４
日�９時～１６時 �所石切神社境内、
石切イベント広場（献牛舎跡地）

�問�石切参道商店街振興組合 ０７２

（９８６）８６６０（�兼用） �商業課
０６（４３０９）３１７６、�０６（４３０９）３８４６

史跡を歩く
吉田川から暗越奈良街道沿い

�時１１月２４日� ☆近鉄河内花園駅

北側ロータリーに９時３０分集合、瓢

�山駅で１５時ごろ解散 �対市内在住
・在勤・在学（いずれか）の方 �内
西昌寺―旧松原宿―水走橋―権現塚―枚岡

神社―郷土博物館（約７�） �持弁当、
飲み物、雨具

�問ゆうゆうプラザ（日下） ０７２

（９８６）９２８４、�０７２（９８６）９２９３

はたらく・くらすフォーラム
これから働くあなたへ

就職をめざす障害者や、障害者が

働くことをサポートする方、企業に

向けて開催します。 ※手話通訳、

要約筆記あり。 �時�内１２月３日��１０
時～１３時�障害者就職面接会（申込
みはハローワーク布施０６―６７８２―４２２１

「４３＃」、�０６―４３０８―７８６０へ） �１３
時３０分～１５時３０分�ハウスあいファ
クトリー	の井藤晃彦さんによる講
演など（申込みは労働雇用政策室へ）

�１０時～１６時�就労支援事業所パネ
ル展示 �所クリエイション・コア東
大阪南館 �定講演会のみ１２０人（申込
先着順） �持履歴書（面接を希望す
る企業分）、障害者手帳またはその写

し �申基本事項（１０面に掲載）を１１月
１５日�～２９日�に電話またはファク
スで

�問�障害者就業・生活支援センタ
ーＪ―ＷＡＴ ０６（６７８９）０３７４、�０６
（６７８９）２１５１ �労働雇用政策室 ０６

（４３０９）３１７８、�０６（４３０９）３８４６

音楽フェスティバル

�時１２月８日�１３時３０分～１６時 �対
市内在住・在勤・在学（いずれか）

の方 �定１００人（当日先着順） �内
クロマチックハーモニカの演奏、大

阪府庁うたごえ合唱団による合唱

�所�問ゆうゆうプラザ（日下） ０７２
（９８６）９２８４、�０７２（９８６）９２９３

宅建相談

�時１１月２６日�１０時～１４時 �所市役
所本庁舎１階相談室 �定１０人（当日
先着順） �内不動産に関すること
�問市政情報相談課 ０６（４３０９）３１０４、

�０６（４３０９）３８０１

多重債務（借金問題）法律相談

借金の返済や多重債務などの相談

に弁護士が応じます。 �時１１月２６日
�１３時～１６時 �対市内在住の方 �定
６人（申込先着順）

�所�申�問消費生活センター ０７２（９６５）

０１０２、�０７２（９６２）９３８５

年金相談・国民年金保険料
納付（免除）相談

国民年金相談員が国民年金保険料

の納付や免除の相談に応じます。国

民年金保険料を未納のままで放置す

ると、将来年金が受給できないこと

もあります。 �時１１月１９日�９時３０
分～１２時（受付は１１時３０分まで）

�所市役所本庁舎１階相談室 �持国民
年金手帳または基礎年金番号のわか

るもの ※ねんきん定期便を持参す

るとより具体的な相談に応じること

ができます。

�問国民年金課 ０６（４３０９）３１６５、�
０６（４３０９）３８０５
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※掲載しているハガキの色とデザ
インは、実際とは多少異なる場
合があります。


自治総合センターでは、
コミュニティの健全な発展

を図るため、地域のコミュ

ニティ活動に対し、宝くじ

の社会貢献広報事業による

助成を行っています。この

ほど、市内の団体が助成を

受けましたので紹介します。

【花園小学校運動会～花園校区
自治連合会】
花園校区自治連合会では、伝統

文化の継承・普及活動を、子ども

から高齢者まで世代を越えて行っ

ています。

先日、花園小学校で行われた運

動会では、この宝くじの助成金を

活用して作られた「ハッピ」と「ハ

チマキ」を子どもたちが着用し、

地域の方といっしょに河内音頭を

楽しく踊っていました（写真）。

�問�企画室 ０６（４３０９）３１０１、�
０６（４３０９）３８２６ �地域コミュニテ
ィ支援室 ０６（４３０９）３１６１、�０６
（４３０９）３８６１

市の魅力をアピールするため、

東大阪商工会議所の協力で、市マ

スコットキャラクター「トライく

ん」と「ラグビーのまち東大阪」を

デザインしたオリジナル年賀ハガ

キ２万枚を販売します（写真）。こ

の年賀ハガキをご利用いただき、

市の魅力発信に、ぜひご協力くだ

さい。

販売日・場所 �１１月２０日�９
時～１７時３０分�市役所本庁舎１階
ロビー �２１日�からの９時～１７
時３０分（土・日曜日、祝日を除く）

�東大阪商工会議所 ※販売は先

着順で、完売した時点で終了。予

約は不可。 ハガキの仕様 宛名

面にオリジナルデザインを印刷、

裏面は白紙のインクジェット紙

販売価格 １枚５０円 販売枚数
２万枚

�問�企画室 ０６（４３０９）３１０１、�
０６（４３０９）３８２６ �東大阪商工会議
所 ０６（６７２２）１１５１、�０６（６７２５）３６１１

地域の伝統文化継承のために

コミュニティ助成金を活用

販売
オリジナル年賀ハガキ

市の魅力をアピール！

東 大 阪 市 政 だ よ り （１２）平成２５年１１月１５日

古紙配合率７０％再生紙を使用しています


